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令和２年度、令和３年度とコロナ対応の空床補償の補助金もあり、収益的収支が黒字に

転じているが、新型コロナウイルス感染症収束後、病床確保に対する補助金などが打ち切

りになった際の収益的収支は厳しいものと予想される。病院の経営を考えたとき、新型コ

ロナウイルス感染症の入院患者、外来患者、ワクチン接種患者、空床補助金などを除いた

収支を明確にしておかないと、今後の計画を作成する際に支障をきたすと思われる。さら

に、在院日数が減少しているなかで、このままの病床数を維持できるかどうかを考える必

要がある。 

 

２ 若柳病院の取り組みに対する意見等 

令和３年度は目標であった常勤医１人を招へいすることができたが、今後の目標値の達

成に向けて、引き続き、将来を見通した医師等の確保策を講じられるようお願いする。ま

た、日当直業務については大学からの派遣医師で対応しているが、２年後、医師に働き方

改革が適用されることから、連続勤務、労働時間の制約を考えた場合、大学からの医師派

遣を継続するためにも、労働基準監督署から宿日直許可を受けることが必須と思われる。 

若柳病院は、地域包括ケア病棟に力を入れるべきと考え、そこをいかに活性化していく

かが課題といえる。高齢者社会を迎え、回復期、療養期とも地域にとっては大事な病棟と

考える。 

令和３年４月１日から病床数適正化を実施したが、１日平均入院患者数は計画値に達し

ておらず、平均単価も計画値を下回り、医業収支比率は計画値を達成することができなか

った。ほかの２病院に比べ、経営指標の計画値の達成状況が芳しくない状況であることか

ら、さらなる病床数の見直しの検討が必要である。今後の若柳病院の役割分担をさらに明

確化し、夜間の救急診療、手術など栗原中央病院と機能分担することで、費用の合理化が

図られることを期待する。 

 

３ 栗駒病院の取り組みに対する意見等 

  令和３年４月１日から病床数適正化を実施したことにより、病床利用率については計画

値を上回る９０．６％となり、病床再編の効果が現れたことについて評価したい。療養病

棟を選択し、その稼働率がかなり高くなっているということは、それだけ地域に必要な病

院であることが伺える。一方で、病床利用率が９０％を超えているということは、今後の

増収が考えにくい中、人件費なども含めた費用の削減を検討することが望まれる。 

常勤医師の不足や医療スタッフの高齢化が進んでいるため、若柳病院同様、将来を見据

えた医師、看護師等の確保に努めていただきたい。また、栗駒病院も、日当直業務につい

栗原市病院事業 第四次経営健全化計画 

令和３年度取組事項に対する点検･評価報告書 

 

栗原市病院事業から提出された「令和３年度取組事項に対する自己点検・評価」及び「決

算関係資料」をもとに、第四次経営健全化計画における市立３病院等の取組実績について点

検を行った結果は、次のとおりである。 

 
令和４年１１月１４日 

 栗原市立病院経営評価委員会 

  委員長  平 川 秀 紀 

 

 

１ 栗原中央病院の取り組みに対する意見等 

医師体制は、常勤医を安定的に招へいし、令和３年度末の常勤医師数は前年度末から２

人増の３５人、初期臨床研修医は前年度末から１人増の１１人となっており、医師招へい

に努力されていることがうかがえる。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、陽性患者受入病床の確保及び増床、ワク

チン接種の実施など、感染症指定医療機関としての役割を果たしていることに対し、医療

スタッフの方々に敬意を表したい。 

救急車の受け入れ件数は２，３６６件で前年度と比較し３４９件の増となっており、医

師数に比べかなり努力されている。これは、救急医療体制構築の成果と思われるが、「断ら

ない救急」を維持するためには、医師の負担が大きいため、医師の時間外労働の上限規制

適用開始とのすり合わせが必要と考える。 

未だに新型コロナウイルス感染症の影響がある厳しい状況下であり、一般病床の病床利

用率は７１．２％で、計画値の７５．２％を下回っている。安定的な経営のためには、収

支の改善が必要であり、病床利用率の向上は必要不可欠な要素と考える。計画値の達成に

向けて新規入院患者の獲得など、引き続き、病床利用率向上に向けた取り組みを着実に実

施していただきたい。 

看護職員の認定看護師、特定行為認定看護師の資格を十分活用するためには、病院事業

全体の共通認識と活用方針の確立が必要と考える。特定行為認定看護師は、在宅現場ある

いは救急現場での活躍が期待できる。貴重な人材の育成を栗原中央病院が中心となり、栗

原市病院事業全体で活用していただきたい。 
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ては大学からの派遣医師で対応しているが、労働基準監督署から宿日直許可を受けること

が必須と思われる。 

  人口減少地域ではあるが、地域の高齢者等のために外来機能は維持し、病床再編により

療養病床のみの慢性期病院として、役割を明確化したことに敬意を表する。 

 

４ 医療管理課の取り組みに対する意見等 

  新たな取り組みとして、バランススコアカードの作成による目標の見える化に取り組ん

でいただいた。今後も各病院の収支計画の管理等を着実に行い、第四次経営健全化計画の

点検、検討、見直しを行っていただきたい。また、令和３年度末に総務省から示された公

立病院経営強化ガイドラインに基づく経営強化プランの策定や、第四次経営健全化計画の

計画達成に向けた取り組みに期待する。 

 

５ 総括 

病院事業管理者をはじめ、市立３病院が前向きに機能分担と病床再編に真剣に取り組ん

でいることが確認できた。立地条件や設立経緯の異なる３病院が、機能を補いながら地域

医療の維持・継続のために取り組んでいる様子が見て取れた。病院間の人事異動など、難

しい課題に取り組まれ、また、新型コロナウイルス感染症への各病院の対応について、医

療スタッフの尽力に対し敬意を表する。 

令和３年度から令和７年度までを計画期間とする第四次経営健全化計画と病床数適正化

を実施した初年度であり、一部において年度計画目標を達成したことは評価する。今後も

計画に沿った取り組みを実施され、目標達成に向けた努力を期待したい。一方で、見直し

すべき課題等も浮かび上がっているので、環境の変化に迅速に対応し、経営健全化に向け

た継続的な取り組みが望まれる。 

栗原中央病院は、地域医療支援病院の指定などに伴う黒字経営、若柳病院、栗駒病院は、

人件費などの固定費の更なる縮減を目指していただきたい。 

将来を見据えた持続可能な病院事業の運営のためには、限られた医師・看護師等の人材

を地域全体で最大限効率的に活用することが重要である。地域の中で各病院が担うべき役

割・機能を改めて見直し、明確化・最適化した上で、市当局や市民の皆さんのご理解とご

協力を得ながら、病院間の連携を強化することが重要であると考える。引き続き、栗原市

立病院経営の健全化が図られるよう期待する。 
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各委員からの意見、要望、提言 
 

 

【栗原中央病院】 

○ 地域医療支援病院又は、紹介受診重点医療機関に認定されることを期待する。 

 

 ○ 医業収益はほぼ計画値に近い金額となり、医業費用も計画値よりも低い金額に抑えら 

れているため、医業収支比率は計画値を達成しており、確実に経営効率化の効果が現れ 

ているものと思われる。 

 

 ○ 新型コロナウイルス感染症対策において、看護スタッフを束ねる看護師長のご苦労に 

敬意を表する。 

 

【若柳病院】 

○ 若柳病院の役割として、地域の回復期を担う立ち位置にあると考え、急性期病院や地 

域の介護施設、在宅施設との連携が重要である。 

 

 ○ 病床数適正化を実施したが、病床利用の効率化がみられないので、更なる病床数や人 

  員配置の適正化等の検討が望まれる。 

 

○ 今後の目標値の達成に向けて、引き続き、将来を見通した医師等の確保策を講じら 

れるよう要望する。 

 

【栗駒病院】 

○ 概ね目標を達成したことは評価できる。病床数適正化を実施し、病床利用の効率化 

 はみられるが、収支バランスがとれていないので、費用削減等の検討が望まれる。 

 

○ 計画に基づく平均単価の増や、患者数の増、費用削減に向けた取り組みを実施して 

いただきたい。 

 

 ○ 常勤医師の不足や医療スタッフの高齢化が進んでいるため、若柳病院同様、将来を見 

据えた医師・看護師等の確保に努めていただきたい。 

 

≪資料１≫ 

【医療管理課】 

 ○ 市立３病院の電子カルテのベンダーを統一する取り組みは、非常に素晴らしいと感心 

した。 

 

 ○ 看護師の研修推進のための支援制度があることは、看護師の教育環境を良いものにし 

  ている。 

 

 ○ 病院の機能強化、栗原市の地域医療の適正配置、病院・診療所の健全な運営に基づい 

た自己評価は良くまとまっていると思う。  

 

【全体】 

 ○ 市立３病院の新型コロナウイルス感染症への対応について、地域のニーズに応えるべ 

く取り組まれていることに、敬意と感謝の意を表したい。 

 

○ 三つの病院が機能を補いながら運営していることが理解できた。 

 

 ○ バランススコアカードといった目線で分析・継続することで、より分かりやすく、見 

える化によって着実な改善がなされると思われる。 

 

 ○ 貴病院事業においては、自己点検・評価は大変良くなされていると思う。 
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な
更

新
・

整
備

医
療

機
器

更
新

整
備

3
1
件

1
0
9
,
0
5
6
千

円

医
療

機
器

の
計

画
的

な
更

新
・

整
備

・
医

療
機

器
更

新
整

備
計

画
(
R
4
当

初
)

　
　

2
0
件

　
1
4
8
,
7
5
1
千

円

２
　

医
療

ス
タ

ッ
フ

の
招

へ
い

・
令

和
2
年

度
当

初
の

常
勤

医
師

数
　

は
3
3
人

で
、

対
前

年
度

比
5
人

増
　

と
な

っ
た

。
・

医
学

生
に

対
し

オ
ン

ラ
イ

ン
に

　
よ

る
病

院
説

明
会

　
（

R
2
：

3
8
件

）

・
継

続
的

な
医

師
の

招
へ

い
活

動
　

（
R
2
末

：
3
3
人

⇒
　

　
　

R
3
当

初
:
3
5
人

）
・

初
期

臨
床

研
修

医
の

増
　

（
R
2
末

:
 
1
0
人

⇒
　

　
　

R
3
当

初
:
1
1
人

）
・

研
修

医
の

質
の

向
上

・
東

北
医

科
薬

科
大

生
に

病
院

紹
　

介

常
勤

医
3
3
名

研
修

医
1
1
名

専
攻

医
5
名

常
勤

医
3
7
名

研
修

医
1
2
名

専
攻

医
5
名

常
勤

医
3
5
名

研
修

医
1
1
名

専
攻

医
4
名

常
勤

医
3
5
名

研
修

医
1
1
名

専
攻

医
3
名

常
勤

医
3
6
名

研
修

医
1
2
名

専
攻

医
5
名

・
令

和
4
年

度
当

初
の

医
師

数
　

常
勤

医
師

数
3
3
名

（
前

年
度

比
2
名

減
）

　
初

期
臨

床
研

修
医

1
0
名

（
前

年
度

比
1
名

減
）

　
専

攻
医

3
名

（
う

ち
常

勤
医

師
2
名

）
・

専
門

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
基

幹
病

院
と

の
連

携
強

　
化

・
医

学
生

オ
ン

ラ
イ

ン
説

明
会

（
R
4
:
3
0
名

）
・

医
学

生
病

院
見

学
（

R
4
:
3
0
名

）

３
　

地
域

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

（
R
2
実

績
）

・
在

宅
療

養
後

方
支

援
病

院
登

録
　

患
者

数
　

8
7
人

・
紹

介
患

者
数

　
7
,
7
3
6
人

（
前

年
度

比
3
4
1
人

増
）

地
域

医
療

支
援

病
院

の
認

定

地
域

医
療

支
援

病
院

W
G
会

議
1

回

検
討

、
準

備
、

市
民

周
知

・
地

域
医

療
支

援
病

院
検

討
ワ

ー
キ

ン
グ

会
議

を
　

開
催

し
、

承
認

要
件

を
満

た
す

た
め

の
取

組
の

　
検

討
と

進
捗

管
理

を
行

う
。

４
　

感
染

症
指

定
医

療
機

関
の

役
割

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
　

対
策

・
コ

ロ
ナ

患
者

等
対

応
病

棟
の

増
　

床
に

よ
る

県
の

入
院

要
請

に
対

　
応

・
感

染
対

策
Ｗ

Ｇ
等

で
感

染
拡

大
　

防
止

に
対

応
・

発
熱

外
来

の
設

置
に

よ
る

発
熱

　
患

者
の

受
入

コ
ロ

ナ
患

者
等

対
応

病
床

　
1
7

床 感
染

状
況

に
応

じ
た

Ｗ
Ｇ

の
開

催

コ
ロ

ナ
患

者
等

対
応

病
床

　
1
9

床 感
染

対
策

Ｗ
Ｇ

の
開

催

コ
ロ

ナ
患

者
等

対
応

病
床

　
1
7

床
→

1
9
床

感
染

状
況

に
応

じ
た

Ｗ
Ｇ

の
開

催

コ
ロ

ナ
患

者
等

対
応

病
床

　
1
7

床
→

1
9
床

感
染

対
策

W
G
会

議
6
回

コ
ロ

ナ
患

者
等

対
応

病
床

　
1
9

床 感
染

状
況

に
応

じ
た

Ｗ
Ｇ

の
開

催

・
引

き
続

き
コ

ロ
ナ

患
者

等
対

応
病

床
を

確
保

　
し

、
県

の
入

院
要

請
に

対
応

（
1
9
床

）
。

・
感

染
状

況
に

応
じ

て
感

染
対

策
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
　

ル
ー

プ
会

議
を

開
催

し
、

感
染

拡
大

防
止

に
対

　
応

。
・

感
染

対
策

向
上

加
算

１
の

取
得

病
院

と
し

て
、

　
栗

原
市

医
師

会
お

よ
び

保
健

所
と

協
力

し
地

域
　

の
感

染
対

策
を

行
う

。
・

「
栗

原
に

い
な

が
ら

全
国

の
エ

キ
ス

パ
ー

ト
の

　
　

講
義

を
聞

け
る

感
染

症
勉

強
会

」
の

開
催

５
　

医
師

の
働

き
方

改
革

へ
の

対
応

・
２

０
２

４
年

か
ら

医
師

の
時

間
　

外
労

働
の

上
限

規
制

が
適

用
さ

　
れ

る
こ

と
か

ら
、

現
在

検
討

さ
　

れ
て

い
る

医
師

の
働

き
方

改
革

　
へ

の
対

応

・
医

師
の

働
き

方
改

革
に

対
応

す
　

る
体

制
等

の
整

備
未

実
施

勤
務

管
理

シ
ス

テ
ム

の
整

備

勤
務

管
理

シ
ス

テ
ム

運
用

開
始

R
4
.
2
月

～

制
度

へ
の

対
応

検
討

・
医

師
の

時
間

外
労

働
の

上
限

規
制

適
用

開
始

に
　

向
け

た
医

師
労

働
時

間
短

縮
計

画
の

策
定

・
宿

直
許

可
の

取
得

令
和

３
年

度
 
取

組
事

項
に

係
る

自
己

点
検

・
評

価

基
本

方
針

成
果

重
要

成
功

要
因

令
和

３
年

度
取

組
実

績
（

自
己

評
価

）
成

果
指

標

１
　

地
域

の
中

核
病

院
と

し
て

、
高

度
医

療
や

二
次

救
急

医
療

の
役

割
を

担
い

、
急

性
期

医
療

を
中

心
に

小
児

か
ら

成
人

・
高

齢
者

に
至

る
ま

で
、

幅
広

い
年

代
層

へ
の

医
療

の
提

供
、

ま
た

、
栗

原
地

域
の

災
害

時
に

お
け

る
災

害
拠

点
病

院
と

し
て

の
機

能
、

　
　

さ
ら

に
、

基
幹

型
臨

床
研

修
指

定
病

院
と

し
て

の
役

割
を

担
っ

て
い

ま
す

。

２
　

市
民

が
必

要
な

時
に

“
安

全
”

で
“

安
心

”
で

き
る

医
療

を
提

供
で

き
る

よ
う

に
努

め
る

と
と

も
に

、
市

内
一

次
医

療
機

関
や

近
隣

医
療

機
関

と
の

病
病

連
携

・
病

診
連

携
を

図
り

、
市

民
に

質
の

高
い

適
切

な
医

療
を

安
定

的
に

提
供

し
ま

す
。

現
状

(
令

和
２

年
度

)
令

和
４

年
度

取
組

方
針

（
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

区
分

戦
略

目
標

令
和

３
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

（
目

標
）

令
和

３
年

度
（

実
績

）

自
己

評
価

（
総

括
）

令
和

3
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

拡
大

に
伴

い
、

5
階

東
病

棟
の

コ
ロ

ナ
患

者
等

対
応

病
床

を
2
床

増
床

し
て

1
9
床

と
し

、
県

の
入

院
受

入
要

請
に

対
応

し
た

。
外

来
患

者
数

は
、

内
科

常
勤

医
師

の
増

員
や

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
ワ

ク
チ

ン
接

種
の

実
施

な
ど

に
よ

り
、

1
日

平
均

外
来

患
者

数
が

前
年

度
対

比
で

2
5
.
3
人

の
増

。
入

院
患

者
数

は
、

新
入

院
患

者
数

で
2
7
4
人

増
加

し
て

い
る

が
、

一
般

病
棟

に
お

け
る

平
均

在
院

日
数

の
減

な
ど

に
よ

り
、

1
日

平
均

入
院

患
者

数
が

前
年

度
対

比
で

4
.
9
人

の
減

と
な

っ
た

。
医

業
収

益
は

前
年

度
と

比
較

し
2
8
4
,
9
4
8
千

円
の

増
と

な
っ

た
。

そ
の

大
き

な
要

因
と

し
て

は
、

一
般

病
床

に
お

け
る

診
療

単
価

の
増

や
外

来
患

者
数

の
増

加
に

よ
り

、
前

年
度

比
較

で
入

院
収

益
が

1
6
1
,
3
9
3
千

円
の

増
、

外
来

収
益

で
8
9
,
0
0
4
千

円
の

増
と

な
っ

た
こ

と
が

あ
げ

ら
れ

る
。

ま
た

、
費

用
全

体
で

は
1
2
7
,
4
6
3
千

円
の

増
と

な
り

、
一

般
会

計
繰

入
金

が
減

額
し

た
も

の
の

、
診

療
収

益
の

増
額

や
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

対
応

の
補

助
金

の
継

続
な

ど
に

よ
り

、
収

益
的

収
支

は
1
1
7
,
9
6
0
千

円
の

純
利

益
を

計
上

し
た

。

目
標

値
（

令
和

７
年

度
）

・
令

和
3
年

度
当

初
の

医
師

数
　

常
勤

医
師

数
3
5
名

（
前

年
度

比
2
名

増
）

　
初

期
臨

床
研

修
医

1
1
名

（
前

年
比

1
名

増
）

　
専

攻
医

3
名

（
う

ち
常

勤
医

師
2
名

）
・

当
院

修
了

の
研

修
医

3
名

が
常

勤
医

と
し

て
赴

任
・

不
在

だ
っ

た
皮

膚
科

医
師

が
赴

任
（

R
4
.
1
月

　
～

）
・

専
攻

医
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
幹

病
院

と
連

携
　

し
、

年
度

内
で

延
べ

７
名

受
入

・
医

学
生

オ
ン

ラ
イ

ン
説

明
会

（
R
3
：

2
7
名

）
・

医
学

生
病

院
見

学
（

R
3
:
3
0
名

）

・
救

急
車

受
入

件
数

2
,
3
6
6
件

 
(
前

年
度

比
3
4
9
件

増
）

・
救

急
患

者
受

入
人

数
5
,
7
3
4
人

 
(
前

年
度

比
8
2
6
人

増
)

・
医

療
機

器
の

更
新

整
備

　
3
1
件

　
1
0
9
,
0
5
6
千

円

医 療 機 能 確 保 の 視 点

・
在

宅
療

養
後

方
支

援
病

院
登

録
患

者
数

　
1
2
3
人

・
紹

介
患

者
数

7
,
9
8
5
人

（
前

年
度

比
2
4
9
人

増
）

・
コ

ロ
ナ

患
者

等
対

応
病

床
を

増
床

し
、

県
の

入
　

院
要

請
に

対
応

（
1
7
床

→
1
9
床

）
・

感
染

対
策

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
会

議
を

開
催

　
し

、
感

染
拡

大
防

止
に

係
る

対
応

を
検

討
（

6
回

　
開

催
）

。

・
勤

務
管

理
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、

令
和

4
年

2
月

　
か

ら
出

退
勤

の
打

刻
と

時
間

外
勤

務
申

請
等

の
　

シ
ス

テ
ム

化
に

よ
る

運
用

を
開

始
。

１
　

急
性

期
医

療
及

び
回

復
期

医
療

　
　

の
提

供

－6－



【
栗
原
中
央
病
院
】

成
果

重
要

成
功

要
因

令
和

３
年

度
取

組
実

績
（

自
己

評
価

）
成

果
指

標
現

状
(
令

和
２

年
度

)
令

和
４

年
度

取
組

方
針

（
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

区
分

戦
略

目
標

令
和

３
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

（
目

標
）

令
和

３
年

度
（

実
績

）

目
標

値
（

令
和

７
年

度
）

１
　

各
種

指
導

料
管

理
料

等
の

算
定

増
　

　
加

・
各

種
指

導
管

理
料

、
在

宅
療

養
　

指
導

料
の

算
定

増
加

・
地

域
医

療
体

制
確

保
加

算
取

得
（

2
1
,
9
0
6
千

円
）

・
各

種
指

導
料

管
理

加
算

等
の

算
　

定
増

加

・
各

種
指

導
管

理
料

増
加

額
　

H
3
0
：

1
8
,
8
3
4
千

円
　

R
1
:
1
9
,
5
3
5
千

円
　

R
2
:
7
,
7
4
0
千

円

前
年

度
比

7
7
4

万
円

増
収

各
種

指
導

管
理

料
等

の
算

定
件

数
増

加

各
種

指
導

管
理

料
等

の
件

数
増

加

各
種

指
導

管
理

料
の

算
定

増
加

R
3
:
1
5
,
3
4
7
千

円 在
宅

療
養

指
導

料
の

算
定

増
加

R
3
:
1
1
,
6
8
9
千

円

各
種

指
導

管
理

料
等

の
件

数
増

加

・
診

療
単

価
の

上
昇

を
目

指
す

　
・

地
域

医
療

支
援

病
院

も
し

く
は

紹
介

重
点

医
　

　
療

機
関

の
登

録
　

・
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算
　

　
（

4
0
対

1
→

3
0
対

1
）

　
・

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

加
算

の
取

得
　

・
入

院
時

支
援

加
算

の
取

得
　

・
各

種
指

導
料

（
栄

養
、

薬
剤

等
）

の
取

得
増

　
　

加

２
　

急
性

期
入

院
料

1
の

維
持

・
急

性
期

入
院

料
１

の
維

持
に

よ
　

る
収

入
確

保

・
急

性
期

入
院

基
本

料
1
と

入
院

基
　

本
料

等
加

算
の

施
設

基
準

を
維

　
持

し
経

営
安

定
を

図
る

診
療

報
酬

改
定

の
対

応

急
性

期
入

院
基

本
料

1
を

維
持

急
性

期
入

院
基

本
料

1
を

維
持

急
性

期
入

院
基

本
料

1
を

維
持

急
性

期
入

院
基

本
料

1
を

維
持

診
療

報
酬

改
定

の
対

応

・
令

和
4
年

度
診

療
報

酬
改

定
へ

の
対

応
　

・
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
の

改
定

へ
の

対
応

　
　

　
自

院
一

般
病

棟
か

ら
の

転
棟

６
割

未
満

　
　

　
自

宅
か

ら
の

入
院

２
割

以
上

も
し

く
は

　
　

　
緊

急
入

院
9
人

（
3
か

月
）

以
上

・
評

価
項

目
の

見
直

し
に

伴
い

、
重

症
度

、
医

　
療

･
看

護
必

要
度

Ⅱ
2
割

8
分

以
上

へ
変

更
に

よ
　

る
適

正
な

評
価

３
　

価
格

交
渉

に
よ

る
経

費
の

削
減

・
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
の

活
用

に
よ

る
　

価
格

交
渉

・
診

療
材

料
医

薬
品

抑
制

　
H
3
0
:
△

2
,
0
9
5
千

円
　

R
1
:
△

1
5
,
4
5
8
千

円
 
 
R
2
:
△

3
5
,
2
3
1
千

円

診
療

材
料

医
薬

品
抑

制
R
2
:

△
3
5
,
2
3
1

千
円

診
療

材
料

医
薬

品
は

予
算

額
に

対
す

る
執

行
額

の
差

額
の

過
去

３
年

平
均

額
以

上
を

削
減

診
療

材
料

医
薬

品
は

予
算

額
に

対
す

る
執

行
額

の
差

額
の

過
去

３
年

平
均

額
以

上
を

削
減

R
3
削

減
額

△
3
1
,
3
6
7
千

円

診
療

材
料

医
薬

品
は

予
算

額
に

対
す

る
執

行
額

の
差

額
の

過
去

３
年

平
均

額
以

上
を

削
減

・
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
を

活
用

し
た

価
格

交
渉

に
よ

る
　

経
費

の
削

減
・

Ｓ
Ｐ

Ｄ
業

務
の

価
格

交
渉

に
よ

る
診

療
材

料
等

　
の

削
減

４
　

業
務

改
善

に
よ

る
経

費
削

減
・

業
務

改
善

に
よ

る
仕

様
の

見
直

　
し

・
委

託
料

等
の

削
減

　
H
3
0
:
△

1
,
0
4
4
千

円
　

R
1
:
△

8
,
8
2
6
千

円
　

R
2
:
△

1
5
,
2
0
5
千

円

委
託

料
等

の
削

減 R
2
:

△
1
5
,
2
0
5

千
円

工
事

等
の

仕
様

の
見

直
し

に
よ

る
経

費
削

減

工
事

等
の

仕
様

の
見

直
し

に
よ

る
経

費
削

減
実

績
な

し
工

事
等

の
仕

様
の

見
直

し
に

よ
る

経
費

削
減

・
仮

想
サ

ー
バ

ー
な

ど
の

更
新

計
画

に
合

わ
せ

た
　

保
守

業
務

の
仕

様
見

直
し

に
よ

る
経

費
削

減
。

５
　

長
期

継
続

契
約

に
よ

る
電

気
料

の
　

　
削

減
・

長
期

継
続

契
約

の
実

施
・

長
期

継
続

契
約

の
実

施
な

ど
に

　
よ

り
電

気
料

の
削

減
 
　

△
1
3
,
2
2
4
千

円

長
期

継
続

契
約

の
実

施
な

ど
に

よ
り

電
気

料
の

削
減

長
期

継
続

契
約

の
実

施
な

ど
に

よ
り

電
気

料
の

削
減

長
期

継
続

契
約

の
実

施
な

ど
に

よ
り

電
気

料
の

削
減

電
気

料
+
4
,
4
4
3
千

円

長
期

継
続

契
約

の
実

施
な

ど
に

よ
り

電
気

料
の

削
減

・
令

和
4
年

度
以

降
も

継
続

し
て

経
費

削
減

抑
制

　
に

取
り

組
む

・
院

内
ト

リ
ア

ー
ジ

実
施

料
等

の
算

定
増

加
　

R
1
:
1
9
,
5
3
5
千

円
　

R
2
:
7
,
7
4
0
千

円
　

R
3
:
1
5
,
3
4
7
千

円
・

在
宅

療
養

指
導

料
の

算
定

増
加

　
R
3
:
1
1
,
6
8
9
千

円

・
急

性
期

入
院

基
本

料
1
を

維
持

・
常

勤
医

師
数

入
院

患
者

数
1
0
0
分

の
1
0
を

乗
じ

た
　

数
以

上
　

常
時

2
7
人

以
上

、
・

看
護

配
置

入
院

患
者

数
7
人

に
1
人

以
上

、
夜

勤
　

看
護

職
員

2
人

以
上

　
常

時
満

た
し

て
い

る
。

・
看

護
師

比
率

7
割

以
上

　
　

1
0
0
％

、
・

重
症

度
、

医
療

･
看

護
必

要
度

Ⅱ
2
割

9
分

以
上

　
3
3
％

以
上

、
・

平
均

在
院

日
数

1
8
日

以
内

　
1
5
日

以
内

、
・

自
宅

等
に

退
院

す
る

も
の

の
割

合
8
割

以
上

　
9
0
％

以
上

財 務 の 視 点

－

・
令

和
2
年

度
1
0
月

か
ら

長
期

継
続

契
約

に
変

更
し

た
こ

と
に

よ
り

、
基

本
料

金
に

お
い

て
は

削
減

効
果

が
あ

っ
た

も
の

の
、

発
電

燃
料

費
の

高
騰

に
よ

る
燃

料
費

調
整

額
の

プ
ラ

ス
調

整
に

よ
り

、
電

気
料

金
全

体
で

は
増

額
と

な
っ

て
い

る
。

・
価

格
交

渉
に

よ
る

診
療

材
料

の
削

減
　

R
1
 
△

8
,
8
0
6
千

円
、

R
2
 
△

1
2
,
3
4
3
千

円
、

　
R
3
 
△

5
,
2
8
2
千

円
・

価
格

交
渉

に
よ

る
消

耗
品

の
削

減
　

R
1
 
△

2
6
8
千

円
、

R
2
 
△

4
2
4
千

円
、

　
R
3
 
△

1
,
9
6
7
千

円
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【
栗
原
中
央
病
院
】

成
果

重
要

成
功

要
因

令
和

３
年

度
取

組
実

績
（

自
己

評
価

）
成

果
指

標
現

状
(
令

和
２

年
度

)
令

和
４

年
度

取
組

方
針

（
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

区
分

戦
略

目
標

令
和

３
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

（
目

標
）

令
和

３
年

度
（

実
績

）

目
標

値
（

令
和

７
年

度
）

１
　

医
療

の
標

準
化

と
チ

ー
ム

医
療

の
　

　
推

進

・
結

核
地

域
連

携
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
　

ス
を

開
催

・
感

染
対

策
チ

ー
ム

、
糖

尿
病

　
チ

ー
ム

N
S
T
活

動

・
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
推

進
（

R
2
：

2
5
.
0
％

）

4
4
種

類
の

検
査

・
治

療
で

使
用

毎
年

2
種

類
の

検
査

・
治

療
で

新
規

作
成

2
種

類
の

検
査

・
治

療
で

新
規

作
成

新
規

1
種

類
(
4
5
種

類
)

2
種

類
の

検
査

・
治

療
で

新
規

作
成

・
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

で
新

規
2
種

類
作

成
の

取
組

　
実

施
・

結
核

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

開
催

・
感

染
対

策
チ

ー
ム

、
糖

尿
病

チ
ー

ム
N
S
T
活

動

２
　

医
療

の
質

と
安

全
の

向
上

・
医

療
安

全
対

策
チ

ー
ム

に
よ

る
　

職
場

ラ
ウ

ン
ド

と
全

自
病

医
療

　
の

質
公

表
事

業
へ

の
参

加
（

H
2
8
年

～
）

に
よ

る
医

療
安

全
の

　
推

進

医
療

安
全

対
策

チ
ー

ム
に

よ
る

職
場

ラ
ウ

ン
ド

（
月

１
回

）

全
自

病
医

療
の

質
公

表
事

業
に

参
加

中

医
療

安
全

対
策

チ
ー

ム
に

よ
る

職
場

ラ
ウ

ン
ド

を
週

１
回

以
上

継
続

す
る

全
自

病
医

療
の

質
公

表
事

業
に

参
加

継
続

医
療

安
全

対
策

チ
ー

ム
に

よ
る

職
場

ラ
ウ

ン
ド

を
週

１
回

以
上

継
続

す
る

全
自

病
医

療
の

質
公

表
事

業
に

参
加

継
続

目
標

ど
お

り

医
療

安
全

対
策

チ
ー

ム
に

よ
る

職
場

ラ
ウ

ン
ド

を
週

１
回

以
上

継
続

す
る

全
自

病
医

療
の

質
公

表
事

業
に

参
加

継
続

・
医

療
安

全
対

策
チ

ー
ム

に
よ

る
職

場
ラ

ウ
ン

ド
　

を
週

１
回

以
上

継
続

す
る

。
・

全
自

病
医

療
質

公
表

事
業

に
参

加
継

続
し

医
療

　
の

質
の

向
上

に
努

め
る

。

・
勤

務
管

理
・

出
退

勤
打

刻
シ

ス
　

テ
ム

の
導

入
に

よ
る

働
き

方
改

　
革

へ
の

対
応

・
時

間
外

勤
務

の
削

減
未

整
備

シ
ス

テ
ム

の
導

入
シ

ス
テ

ム
整

備
シ

ス
テ

ム
整

備
済

R
4
.
2
月

運
用

開
始

・
勤

務
管

理
シ

ス
テ

ム
の

時
間

外
労

働
時

間
の

　
デ

ー
タ

を
活

用
し

、
医

師
労

働
時

間
短

縮
計

　
画

の
進

捗
を

管
理

す
る

。
・

時
間

外
勤

務
申

請
の

シ
ス

テ
ム

化
に

よ
り

事
務

　
職

員
の

業
務

効
率

化
を

図
る

。

・
内

部
情

報
シ

ス
テ

ム
（

M
y

　
W
e
b
）

の
見

直
し

に
よ

る
事

務
シ

　
ス

テ
ム

の
強

化
・

時
間

外
勤

務
の

削
減

内
部

情
報

シ
ス

テ
ム

の
更

新
-

検
討

・
院

内
会

議
で

の
検

討
協

議
を

踏
ま

え
た

内
部

情
　

報
シ

ス
テ

ム
更

新
方

針
の

決
定

｡

４
　

患
者

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
・

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

面
会

対
応

（
R
2
：

4
0
件

）
・

患
者

満
足

度
の

向
上

院
内

フ
リ

ー
W
i
f
i
の

設
置

整
備

・
運

用
開

始

ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
面

会
4
5
件

院
内

フ
リ

ー
W
i
f
i
区

画
拡

大
(
各

階
食

堂
、

2
東

病
棟

)

整
備

・
運

用
開

始

・
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
面

会
対

応
の

継
続

・
入

院
案

内
窓

口
へ

の
専

従
職

員
配

置
に

よ
る

患
　

者
サ

ポ
ー

ト
加

算
の

取
得

。

５
　

院
内

機
能

強
化

・
院

内
設

備
の

浸
水

対
策

を
検

　
討

・
整

備
し

、
災

害
時

の
医

療
　

機
能

を
確

保
す

る
。

・
１

階
医

事
課

隣
室

に
設

置
し

て
　

い
る

常
駐

端
末

を
２

階
へ

移
動

１
階

常
駐

端
末

の
移

動
調

査
・

検
討

調
査

・
検

討
整

備

・
令

和
5
年

度
計

画
の

仮
想

サ
ー

バ
ー

更
新

に
合

　
わ

せ
た

1
階

医
事

課
隣

室
の

常
駐

端
末

の
移

動
　

準
備

。
・

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

の
強

化
　

（
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
デ

ー
タ

な
ど

の
セ

キ
ュ

リ
　

テ
ィ

強
化

対
策

の
実

施
）

・
１

階
医

事
課

隣
室

で
浸

水
対

策
が

必
要

と
　

な
る

常
駐

端
末

の
移

動
方

法
等

の
調

査
・

検
討

　
を

実
施

。

・
医

療
安

全
対

策
チ

ー
ム

に
よ

る
職

場
ラ

ウ
ン

ド
　

を
週

１
回

以
上

継
続

し
て

実
施

し
、

医
療

安
全

　
の

向
上

に
努

め
た

。
・

全
自

病
医

療
の

質
公

表
事

業
に

参
加

継
続

し
医

　
療

の
質

の
向

上
に

努
め

た
。

・
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
面

会
対

応
（

R
3
：

4
7
件

）

業 務 プ ロ セ ス の 視 点

３
　

院
内

シ
ス

テ
ム

の
充

実

・
勤

務
管

理
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、

令
和

4
年

2
月

　
か

ら
出

退
勤

の
打

刻
と

時
間

外
勤

務
申

請
等

の
　

シ
ス

テ
ム

化
に

よ
る

運
用

を
開

始
。

－

・
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

で
新

規
1
種

類
作

成
・

結
核

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

開
催

・
感

染
対

策
チ

ー
ム

、
糖

尿
病

チ
ー

ム
N
S
T
活

動
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【
栗
原
中
央
病
院
】

成
果

重
要

成
功

要
因

令
和

３
年

度
取

組
実

績
（

自
己

評
価

）
成

果
指

標
現

状
(
令

和
２

年
度

)
令

和
４

年
度

取
組

方
針

（
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

区
分

戦
略

目
標

令
和

３
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

（
目

標
）

令
和

３
年

度
（

実
績

）

目
標

値
（

令
和

７
年

度
）

・
看

護
協

会
認

定
看

護
管

理
者

教
　

育
課

程

認
定

看
護

管
理

者
の

育
成

　
２

名

フ
ァ

ー
ス

ト
レ

ベ
ル

２
名

セ
カ

ン
ド

レ
ベ

ル
　

１
～

２
名

フ
ァ

ー
ス

ト
レ

ベ
ル

２
名

セ
カ

ン
ド

レ
ベ

ル
１

名

フ
ァ

ー
ス

ト
レ

ベ
ル

２
名

サ
ー

ド
レ

ベ
ル

１
名

・
令

和
4
年

度
は

、
サ

ー
ド

レ
ベ

ル
１

名
の

受
講

　
を

目
標

と
す

る
。

・
フ

ァ
ー

ス
ト

レ
ベ

ル
は

毎
年

2
名

の
受

講
を

継
　

続
し

、
そ

の
後

の
セ

カ
ン

ド
レ

ベ
ル

、
サ

ー
ド

　
レ

ベ
ル

の
受

講
に

繋
げ

て
い

く
。

・
緩

和
ケ

ア
認

定
看

護
師

資
格

の
　

取
得

　
1
人

・
認

定
看

護
管

理
者

 
1
人

認
定

看
護

師
の

育
成

　
各

１
名

-

認
知

症
看

護
認

定
看

護
師

　
１

名

・
令

和
4
年

度
は

、
認

知
症

な
ど

の
認

定
看

護
師

　
の

育
成

を
目

指
す

。
・

認
定

看
護

師
の

離
職

対
策

を
踏

ま
え

、
育

成
計

　
画

や
育

成
方

法
を

見
直

す
。

・
認

知
症

対
応

能
力

向
上

研
修

の
　

受
講

　
2
人

/
年

認
知

症
対

応
能

力
向

上
研

修
２

名
/
年

認
知

症
対

応
能

力
向

上
研

修
２

名
/
年

認
知

症
対

応
能

力
向

上
研

修
２

名

認
知

症
対

応
能

力
向

上
研

修
２

名
/
年

・
認

知
症

対
応

能
力

向
上

研
修

受
講

予
定

　
看

護
師

2
名

・
が

ん
緩

和
ケ

ア
研

修
　

5
人

/
年

が
ん

緩
和

ケ
ア

研
修

　
5
人

が
ん

緩
和

ケ
ア

研
修

　
5
人

な
し

が
ん

緩
和

ケ
ア

研
修

　
5
人

・
例

年
は

、
県

内
開

催
の

が
ん

緩
和

ケ
ア

研
修

会
　

に
参

加
し

て
い

た
が

、
範

囲
を

広
げ

近
隣

県
で

　
の

研
修

会
も

視
野

に
入

れ
て

受
講

を
促

し
、

５
　

名
の

受
講

を
目

標
と

す
る

。
・

医
師

以
外

の
受

講
も

推
進

す
る

。

・
が

ん
リ

ハ
ビ

リ
研

修
　

5
人

/
年

が
ん

リ
ハ

ビ
リ

研
修

　
5
人

が
ん

リ
ハ

ビ
リ

研
修

　
5
人

が
ん

リ
ハ

ビ
リ

研
修

１
名

が
ん

リ
ハ

ビ
リ

研
修

　
5
人

・
が

ん
リ

ハ
ビ

リ
研

修
受

講
予

定
　

医
師

、
看

護
師

、
コ

メ
デ

ィ
カ

ル
で

１
チ

ー
ム

　
を

組
み

、
5
名

受
講

。

各
種

研
修

参
加

・
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

医
　

1
名

・
臨

床
研

修
指

導
医

講
習

　
1
名

・
結

核
に

関
わ

る
保

健
師

・
看

護
師

等
基

礎
実

践
　

コ
ー

ス
　

4
名

-

・
特

定
行

為
に

係
る

看
護

師
の

研
修

参
加

・
コ

メ
デ

ィ
カ

ル
部

門
（

臨
床

検
査

技
師

、
診

療
　

放
射

線
技

師
）

の
タ

ス
ク

・
シ

フ
ト

／
シ

ェ
ア

　
に

関
す

る
講

習
会

の
受

講

・
が

ん
リ

ハ
ビ

リ
研

修
受

講
　

医
師

、
看

護
師

、
コ

メ
デ

ィ
カ

ル
で

１
チ

ー
ム

　
を

組
み

、
5
名

受
講

。

・
認

知
症

対
応

能
力

向
上

研
修

受
講

　
看

護
師

2
名

・
実

績
な

し

・
看

護
協

会
認

定
看

護
管

理
者

教
育

課
程

修
了

　
ﾌ
ｧ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
2
名

、
ｾ
ｶ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
1
名

・
実

績
な

し

－

学 習 と 成 長 の 視 点

１
　

職
員

の
専

門
性

の
向

上
・

研
修

の
充

実
、

専
門

医
等

の
資

格
取

得
や

　
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

支
援

・
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

指
導

士
　

1
名

・
宮

城
県

糖
尿

病
療

養
指

導
士

　
3
名

・
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

専
門

療
法

士
臨

床
実

地
　

修
練

　
薬

剤
師

　
1
名

・
肝

炎
医

療
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
　

1
名

・
心

不
全

療
養

指
導

士
　

1
名

－9－



【
若
柳
病
院
】

病
院

名
若

柳
病

院

・
地

域
医

療
機

関
及

び
地

域
介

護
　

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
と

の
連

携
を

　
強

め
る

。
（

地
域

包
括

ケ
ア

シ
　

ス
テ

ム
の

推
進

）

・
医

療
機

関
及

び
介

護
サ

ー
ビ

ス
　

事
業

者
と

の
連

携
施

設
数

1
5
施

設
2
0
施

設
2
0
施

設
2
5
施

設
2
0
施

設

・
2
5
施

設
以

上
と

の
連

携
を

取
り

、
地

域
包

括
ケ

　
ア

の
推

進
を

図
る

。

・
連

携
施

設
を

増
や

す
こ

と
に

よ
　

り
、

地
域

包
括

ケ
ア

病
床

及
び

　
一

般
病

床
へ

の
入

院
受

入
れ

を
　

強
化

す
る

。

・
受

入
れ

患
者

数
（

月
）

1
.
8
人

６
人

３
人

4
.
3
人

６
人

・
依

頼
の

あ
る

症
例

に
つ

い
て

は
施

設
と

連
携

　
し

、
市

内
の

人
は

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
。

近
　

隣
の

市
外

か
ら

の
依

頼
に

つ
い

て
も

受
け

入
れ

　
て

い
く

。

２
　

医
療

ス
タ

ッ
フ

の
招

へ
い

・
常

勤
医

の
高

齢
化

が
進

行
し

て
　

い
る

た
め

、
医

師
の

招
へ

い
が

　
喫

緊
の

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
・

医
師

招
へ

い
人

数
常

勤
医

4
人

常
勤

医
5
人

常
勤

医
1
人

常
勤

医
1
人

常
勤

医
1
人

・
内

科
常

勤
医

1
名

の
招

へ
い

を
引

き
続

き
行

　
う

。

３
　

在
宅

診
療

の
維

持
・

高
齢

化
が

進
む

な
か

、
在

宅
診

　
療

の
位

置
付

け
が

高
ま

っ
て

い
　

る
。

・
在

宅
診

療
利

用
者

数
１

３
２

人
１

３
５

人
１

３
５

人
１

２
７

人
１

３
５

人

・
在

宅
診

療
を

希
望

す
る

地
域

住
民

の
要

望
に

応
　

え
な

が
ら

、
目

標
人

数
を

目
指

す
。

４
　

救
急

患
者

受
入

れ
要

請
へ

の
対

応
・

救
急

患
者

の
受

入
れ

体
制

を
確

　
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
応

需
率

7
9
%

8
0
%

8
0
%

6
9
.
9
5
%

8
0
%

・
栗

原
中

央
病

院
や

大
崎

市
民

病
院

と
連

携
し

な
　

が
ら

進
め

て
い

く
。

１
　

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

の
導

入
・

地
域

包
括

ケ
ア

病
床

の
特

性
を

　
生

か
し

、
入

院
患

者
数

を
増

や
　

す
必

要
が

あ
る

。
・

病
床

利
用

率
5
6
.
6
0
%

8
3
%

7
7
.
8
%

6
6
.
6
%

8
2
.
2
%

・
急

性
期

病
棟

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

地
域

包
　

括
ケ

ア
病

棟
を

上
手

く
活

用
し

て
い

く
。

２
　

病
床

数
の

見
直

し
・

病
床

数
の

見
直

し
に

よ
り

、
特

　
定

疾
患

療
養

管
理

料
の

算
定

増
　

が
行

え
る

よ
う

に
な

る
。

・
算

定
額

0
円

1
7
,
4
9
6
千

円
1
6
,
6
1
1
千

円
2
6
,
4
3
5
千

円
1
7
,
4
9
6
千

円

・
外

来
会

計
時

に
特

定
疾

患
療

養
管

理
料

の
算

定
　

を
行

う
。

３
　

医
療

事
務

作
業

補
助

の
配

置
・

医
師

事
務

補
助

員
を

配
置

し
、

　
医

師
の

業
務

軽
減

を
図

る
。

・
算

定
額

0
円

2
,
7
2
5
千

円
6
8
1
千

円
1
,
7
8
3
千

円
2
,
7
2
5
千

円

・
前

年
度

同
様

の
書

類
作

成
や

ト
レ

ー
シ

ン
グ

レ
　

ポ
ー

ト
で

の
処

方
の

追
加

・
修

正
を

行
い

、
在

　
宅

診
療

に
も

同
行

し
、

医
師

の
負

担
軽

減
に

努
　

め
る

。

４
　

入
退

院
支

援
加

算
の

上
位

取
得

・
地

域
包

括
ケ

ア
病

床
導

入
に

伴
　

い
、

入
退

院
支

援
を

強
化

す
る

　
必

要
が

あ
る

。
・

算
定

額
6
3
0
千

円
1
,
6
5
2
千

円
2
2
8
千

円
0
千

円
1
,
6
5
2
千

円

・
7
月

か
ら

入
退

院
支

援
加

算
1
算

定
予

定
。

関
連

　
施

設
と

の
連

携
を

図
っ

て
い

く
。

５
 
長

期
継

続
契

約
に

よ
る

電
気

料
の

　
 
削

減
・

電
気

料
の

削
減

を
行

っ
て

い
　

く
。

・
電

気
料

の
削

減
額

0
円

△
9
7
5
千

円
△

9
7
5
千

円
9
8
4
千

円
△

9
7
5
千

円
・

不
要

な
照

明
の

消
灯

や
空

調
温

度
の

適
正

管
理

　
等

に
よ

り
電

気
料

の
削

減
を

図
る

。

６
　

業
務

改
善

の
見

直
し

に
よ

る
削

減
・

設
備

更
新

に
よ

る
修

繕
費

の
削

　
減

を
行

っ
て

い
く

。
・

修
繕

費
の

削
減

額
3
,
0
5
8
千

円
△

1
,
5
0
0
千

円
△

3
,
3
8
9
千

円
△

1
,
0
0
0
千

円

・
1
,
0
0
0
千

円
の

削
減

を
目

標
と

す
る

。

１
　

地
域

医
療

研
修

受
入

れ
の

充
実

・
栗

原
中

央
病

院
、

仙
台

医
療

セ
　

ン
タ

ー
、

医
療

機
能

推
進

機
構

　
仙

台
病

院
か

ら
の

研
修

医
受

入
　

れ
を

継
続

し
て

い
く

。

・
受

入
人

数
３

名
５

名
５

名
４

名
５

名

・
仙

台
医

療
セ

ン
タ

ー
　

3
名

・
J
C
H
O
仙

台
病

院
　

1
名

・
栗

原
中

央
病

院
　

1
名

２
　

中
高

生
の

体
験

学
習

受
入

れ

・
中

高
生

の
職

場
体

験
学

習
や

ふ
　

れ
あ

い
看

護
体

験
の

積
極

的
な

　
受

け
入

れ
を

強
化

し
、

将
来

の
　

人
材

確
保

に
努

め
る

。

・
受

入
人

数
未

実
施

１
０

人
１

０
人

１
人

１
０

人

・
7
月

　
ふ

れ
あ

い
看

護
体

験
2
名

予
定

・
中

高
生

の
職

場
体

験
受

け
入

れ
を

行
う

。

・
3
,
3
8
9
千

円
の

削
減

実
績

と
な

っ
た

。

・
仙

台
医

療
セ

ン
タ

ー
　

3
名

・
J
C
H
O
仙

台
病

院
　

1
名

・
7
月

　
ふ

れ
あ

い
看

護
体

験
2
名

・
9
月

　
迫

桜
高

校
企

業
訪

問
電

話
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
　

　
　

 
1
名

・
外

科
医

師
の

長
期

病
休

や
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

に
　

よ
り

入
院

患
者

数
が

減
少

し
、

目
標

値
を

下
　

回
っ

た
。

・
算

定
病

名
を

把
握

し
、

算
定

漏
れ

が
無

い
よ

う
　

に
取

り
組

み
を

行
っ

た
。

・
診

断
書

な
ど

の
書

類
や

サ
マ

リ
ー

等
の

作
成

を
　

積
極

的
に

行
っ

た
。

・
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

の
影

響
に

よ
る

面
会

制
限

の
　

た
め

、
2
5
施

設
と

年
3
回

の
面

談
準

備
に

1
年

を
　

要
し

た
こ

と
か

ら
、

実
績

0
千

円
。

・
電

気
料

金
の

高
騰

や
使

用
量

の
増

加
に

よ
り

削
　

減
で

き
な

か
っ

た
。

・
2
5
施

設
と

の
連

携
強

化
に

取
り

組
ん

だ
。

医 療 機 能 確 保 の 視 点

１
　

地
域

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

・
依

頼
の

あ
っ

た
症

例
に

つ
い

て
は

全
て

受
け

入
　

れ
を

行
っ

た
。

・
常

勤
医

1
人

の
招

へ
い

を
行

っ
た

が
、

1
名

定
年

　
退

職
と

な
り

人
数

は
現

状
維

持
（

常
勤

医
5
名

　
内

1
名

病
休

）

・
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

等
に

よ
り

、
在

宅
診

療
を

希
　

望
す

る
患

者
数

が
目

標
値

を
下

回
っ

た
。

・
外

科
医

師
の

長
期

病
休

に
よ

り
目

標
値

を
下

　
回

っ
た

。

令
和

３
年

度
 
取

組
事

項
に

係
る

自
己

点
検

・
評

価

「
生

活
医

療
圏

」
の

中
で

の
医

療
の

提
供

、
そ

の
た

め
の

「
地

域
密

着
型

慢
性

期
医

療
」

の
基

幹
病

院
と

し
て

、
ま

た
、

在
宅

医
療

・
訪

問
看

護
・

介
護

支
援

の
拠

点
と

し
て

、
中

核
病

院
・

地
域

診
療

所
等

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
初

期
診

療
に

お
け

る
総

合
的

な
判

断
と

診
療

を
行

い
、

救
急

に
つ

い
て

は
一

次
救

急
は

も
と

よ
り

、
可

能
な

限
り

の
二

次
救

急
を

行
い

、
地

域
住

民
に

信
頼

さ
れ

る
病

院
を

目
指

し
ま

す
。

戦
略

目
標

成
果

重
要

成
功

要
因

現
状

（
令

和
２

年
度

）

令
和

４
年

度
取

組
方

針
（

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

）
区

分
目

標
値

（
令

和
７

年
度

）

令
和

３
年

度
（

目
標

）
令

和
３

年
度

（
実

績
）

令
和

４
年

度
（

目
標

）
令

和
３

年
度

取
組

実
績

（
自

己
評

価
）

基
本

方
針

自
己

評
価

（
総

括
）

令
和

３
年

度
は

病
床

再
編

（
一

般
病

床
9
0
床

か
ら

6
0
床

へ
削

減
）

を
実

施
し

、
病

床
利

用
率

が
前

年
度

と
比

較
し

1
3
.
4
％

の
増

と
な

っ
た

が
、

外
科

の
休

診
も

あ
り

一
日

平
均

入
院

患
者

数
は

5
.
0
人

の
減

と
な

っ
た

。
外

来
患

者
数

は
コ

ロ
ナ

予
防

接
種

の
実

施
に

よ
り

、
一

日
平

均
3
3
.
1
人

の
増

と
な

っ
た

。
病

院
事

業
収

益
は

前
年

度
と

比
較

し
、

1
7
,
3
6
6
千

円
の

減
と

な
っ

た
。

主
な

要
因

と
し

て
は

、
入

院
患

者
数

の
減

少
に

よ
る

入
院

収
益

5
2
,
8
4
9
千

円
の

減
や

他
会

計
補

助
金

1
1
4
,
4
4
1
千

円
の

減
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

る
。

病
院

事
業

費
用

は
前

年
度

と
比

較
し

、
6
9
,
4
1
5
千

円
の

減
と

な
っ

た
。

主
な

要
因

と
し

て
は

、
給

与
費

5
3
,
7
4
1
千

円
の

減
、

材
料

費
2
1
,
4
7
6
千

円
の

減
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

る
。

今
後

収
支

状
況

を
改

善
し

て
い

く
た

め
に

は
、

更
な

る
病

床
数

の
見

直
し

等
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

成
果

指
標

業 務 プ ロ セ ス の 視 点財 務 の 視 点
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【
若
柳
病
院
】

戦
略

目
標

成
果

重
要

成
功

要
因

現
状

（
令

和
２

年
度

）

令
和

４
年

度
取

組
方

針
（

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

）
区

分
目

標
値

（
令

和
７

年
度

）

令
和

３
年

度
（

目
標

）
令

和
３

年
度

（
実

績
）

令
和

４
年

度
（

目
標

）
令

和
３

年
度

取
組

実
績

（
自

己
評

価
）

成
果

指
標

３
　

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

実
習

生
受

　
　

入
れ

・
大

学
・

専
門

学
校

か
ら

の
リ

ハ
　

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

実
習

生
を

　
受

け
入

れ
、

将
来

の
人

材
確

保
　

に
努

め
る

。

・
受

入
人

数
１

２
名

８
名

８
名

１
０

人
８

名

・
理

学
療

法
学

科
、

作
業

療
法

学
科

よ
り

合
計

8
　

名
の

受
け

入
れ

を
予

定
。

４
　

褥
瘡

院
内

ラ
ウ

ン
ド

の
実

施
・

褥
瘡

を
有

す
る

入
院

患
者

の
多

　
職

種
に

よ
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
　

を
行

う
。

・
回

数
/
月

１
回

１
回

１
回

１
回

１
回

・
月

1
回

の
ラ

ウ
ン

ド
予

定
。

委
員

会
で

評
価

し
　

て
い

く
。

栄
養

科
、

薬
剤

科
に

対
し

て
も

リ
ハ

　
ビ

リ
ス

タ
ッ

フ
か

ら
の

ポ
ジ

シ
ョ

ニ
ン

グ
指

導
　

を
行

う
。

・
看

護
協

会
認

定
看

護
管

理
者

教
　

育
課

程
　

ﾌ
ｧ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
 
２

人
　

ｾ
ｶ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
 
1
人

・
受

講
人

数
3
人

３
人

３
人

３
人

３
人

・
認

定
看

護
管

理
者

教
育

課
程

　
ﾌ
ｧ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
 
1
人

　
ｻ
ｰ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
 
1
人

・
全

国
自

治
体

病
院

学
会

で
の

発
　

表
を

行
う

。
・

発
表

数
１

演
題

１
演

題
１

演
題

コ
ロ

ナ
に

よ
り

不
参

加
１

演
題

・
演

題
発

表
検

討
中

。

・
認

知
症

対
応

能
力

向
上

研
修

の
　

受
講

・
受

講
人

数
２

人
２

人
２

人
１

名
２

人

・
1
名

受
講

予
定

。
認

知
症

ケ
ア

チ
ー

ム
を

中
心

　
に

認
知

症
ケ

ア
の

質
の

向
上

に
取

り
組

む
。

・
医

療
安

全
管

理
者

養
成

研
修

の
　

受
講

・
受

講
人

数
２

人
２

人
２

人
２

人
２

人

・
受

講
者

検
討

中
。

リ
ス

ク
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
を

中
　

心
に

医
療

安
全

活
動

を
推

進
し

て
い

く
。

・
退

院
支

援
看

護
職

育
成

研
修

の
　

受
講

・
受

講
人

数
２

人
２

人
２

人
２

人
２

人

・
1
名

受
講

予
定

。
退

院
後

の
生

活
を

見
据

え
た

入
退

院
支

援
を

推
進

し
て

い
く

。

・
演

題
を

提
出

し
採

択
さ

れ
た

が
、

コ
ロ

ナ
感

染
　

拡
大

の
た

め
不

参
加

。

・
1
名

終
了

。
R
4
.
2
月

よ
り

認
知

症
ケ

ア
加

算
3
を

　
算

定
。

・
1
名

終
了

。
R
4
.
2
月

よ
り

医
療

安
全

対
策

地
域

連
　

携
加

算
2
を

算
定

し
、

医
療

安
全

活
動

に
取

り
組

　
ん

だ
。

・
2
名

終
了

。

・
理

学
療

法
学

科
よ

り
　

8
名

・
作

業
療

法
学

科
よ

り
　

2
名

・
月

1
回

、
多

職
種

で
の

患
者

ラ
ウ

ン
ド

を
行

い
、

　
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

や
研

修
会

を
実

施
し

た
。

・
認

定
看

護
管

理
者

教
育

課
程

　
ﾌ
ｧ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
 
2
人

　
ｾ
ｶ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
 
1
人

業 務 プ ロ セ ス の 視 点 学 習 と 成 長 の 視 点

１
　

職
員

の
専

門
性

の
向

上
　

（
職

員
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

）
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【
栗
駒
病
院
】

病
院
名

栗
駒
病
院

１
　
地
域
住
民
に
お
け
る
生
命
の
尊
重
と
個
人
の
尊
厳
を
重
視
し
た
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
一
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
ま
す
。

２
　
地
域
の
中
核
病
院
で
あ
る
栗
原
中
央
病
院
の
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
、
初
期
診
療
を
ベ
ー
ス
に
、
近
隣
の
病
院
・
診
療
所
、
保
健
福
祉
施
設
等
と
の
連
携
と
機
能
分
担
を
図
り
、
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
在
宅
医
療
の
推
進
等
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

１
　
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化

・
地
域
の
開
業
医
と
の
連
携
か

　
ら
、
月
2
回
の
当
直
や
週
1
回
の

　
診
療
協
力
を
え
て
い
る
。

・
協
力
い
た
だ
く
医
師
数

2
人

2
人

2
人

2
人

2
人

・
今
年
度
も
同
様
の
協
力
を
え
る
。

２
　
病
棟
機
能
の
維
持

・
病
床
機
能
及
び
適
正
病
床
数
の

　
検
討
に
よ
る
病
棟
再
編
（
療
養

　
病
棟
の
み
の
4
5
床
）
を
実
施
。

・
病
床
利
用
率

9
0
%

9
0
%

9
0
.
6
0
%

9
0
%

・
今
年
度
も
目
標
達
成
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に

　
入
院
患
者
を
受
け
入
れ
る
。

３
　
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
招
へ
い

・
継
続
的
に
医
師
招
へ
い
活
動
を

　
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
常
勤

　
医
師
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

・
常
勤
医
師
招
へ
い
人
数

常
勤
医
2
人

常
勤
医
3
人

0
人

・
新
た
な
常
勤
医
師
確
保
の
た
め
、
今
後
も
医
師

　
招
へ
い
活
動
に
努
め
る
。

４
　
訪
問
診
療
の
推
進

・
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
通

　
院
が
難
し
い
患
者
や
家
族
の
負

　
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
訪

　
問
診
療
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

・
訪
問
診
療
人
数

2
人

1
0
人

6
人

7
人

7
人

・
令
和
４
年
度
の
目
標
人
数
に
達
し
て
い
る
が
、

　
引
き
続
き
訪
問
診
療
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

１
　
夜
間
看
護
加
算
の
取
得

・
療
養
病
棟
の
み
に
な
っ
た
こ
と

　
か
ら
、
R
3
年
5
月
か
ら
夜
間
看

　
護
加
算
(
1
日
4
5
点
)
を
算
定
。

・
病
床
利
用
率

9
0
%

9
0
%

9
0
.
6
0
%

9
0
%

・
今
年
度
も
目
標
達
成
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に

　
入
院
患
者
を
受
け
入
れ
る
。

２
　
入
院
料
１
の
取
得

・
医
療
区
分
の
高
い
患
者
割
合
を

　
増
加
さ
せ
る
。

・
医
療
区
分
の
高
い
患
者
割
合

7
0
%

8
5
%

7
0
%

8
1
.
0
8
%

7
7
%

・
令
和
４
年
度
目
標
の
数
字
も
上
回
っ
て
い
る
こ

　
と
か
ら
、
入
院
料
１
の
取
得
に
必
要
な
水
準
ま

　
で
達
し
て
い
る
た
め
、
今
年
度
中
に
入
院
料
１

　
の
取
得
を
行
う
。

３
　
上
位
施
設
基
準
の
取
得

・
運
動
器
リ
ハ
料
(
Ⅲ
)
か
ら
(
Ⅱ
)

　
へ
変
更
（
8
5
点
増
）
や
呼
吸

　
器
リ
ハ
料
(
Ⅱ
)
か
ら
(
Ⅰ
)
へ
変

　
更
（
9
0
点
増
）
な
ど
、
上
位

　
施
設
基
準
を
取
得
。
さ
ら
に
、

　
が
ん
患
者
リ
ハ
料
（
1
日
6
単

　
位
×
2
0
5
点
）
の
取
得
を
目
指

　
す
。

・
理
学
療
法
士
配
置
人
数

2
人

2
人

2
人

2
人

2
人

・
今
年
度
も
引
き
続
き
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
人

　
員
を
確
保
す
る
。

４
　
専
門
外
来
の
実
施

・
午
後
に
専
門
外
来
を
行
い
収
益

　
を
上
げ
る
。

・
専
門
外
来
の
実
施

専
門
外
来
実
施

検
討

検
討

検
討

・
年
度
当
初
か
ら
第
１
、
第
３
木
曜
日
に
乳
腺
外

　
来
、
第
２
、
第
４
木
曜
日
に
肛
門
外
来
を
実
施

　
す
る
。

５
　
長
期
継
続
契
約
に
よ
る
電
気
料
の

　
　
削
減

・
長
期
継
続
契
約
の
実
施
な
ど
に

　
よ
り
電
気
料
の
削
減
。

　
削
減
額
　
△
1
,
4
5
6
千
円
（
対
令

　
和
元
年
度
）

△
1
,
4
5
6
千
円

△
1
,
5
0
0
千
円

△
1
,
5
0
0
千
円

1
8
,
9
4
8
千
円

-
2
0
,
9
7
6
千
円

＝
△
2
,
0
2
8
千
円

△
1
,
5
0
0
千
円

・
社
会
情
勢
に
よ
り
、
電
気
料
金
の
値
上
げ
が
想

　
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
度
も
引
き
続
き
削
減

　
に
努
め
る
。

６
　
診
療
体
制
の
見
直
し

・
診
療
体
制
（
派
遣
応
援
医
師
）

　
見
直
し
に
よ
る
報
酬
削
減
を
検

　
討
。
（
対
令
和
２
年
度
）

・
報
酬
額
等

△
6
,
0
0
0
千
円

△
1
,
5
0
0
千
円

報
酬

△
2
,
4
4
5
千

円
旅

費
　

△
9
7
1
千

円
計

 
△

3
,
4
1
6
千

円
△
6
,
0
0
0
千
円

・
今
年
度
も
引
き
続
き
削
減
に
努
め
る
。

令
和
４
年
度
取
組
方
針

（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）

令
和
３
年
度
は
、
病
棟
再
編
（
７
５
床
か
ら
４
５
床
へ
削
減
）
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
入
院
で
一
日
平
均
5
.
2
人
の
減
と
な
っ
た
。
外
来
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
患
者
を
除
く
と
、
一
日
平
均
で
0
.
2
人
の
微
増
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
入
院
収
益
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
6
9
,
0
6
4
千
円
の
減
、
外
来
収
益
は
1
,
7
2
7
千
円
の
増
と
な
っ
た
。
収
入
増
の
項
目
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
積
極
的
に
行
っ
た
こ
と
で
、
公
衆
衛
生
活
動
収
益
で
1
8
,
2
6
6
千
円
の
増
、
補
助
金
で
7
,
7
1
4
千
円
の
増
と
な
っ
た
。
収
入

減
の
項
目
と
し
て
は
、
一
般
会
計
繰
入
金
で
1
3
,
1
3
6
千
円
の
減
、
特
別
利
益
で
、
昨
年
あ
っ
た
地
域
医
療
構
想
を
推
進
す
る
た
め
の
病
床
削
減
支
援
給
付
金
3
3
,
0
6
0
千
円
が
今
年
は
な
い
た
め
、
3
4
,
1
9
7
千
円
の
減
と
な
っ
た
。
結
果
、
病
院
事
業
収
益
全
体
で
は
9
0
,
5
9
0
千
円
の
収
入
減
と
な
っ
た
。

一
方
、
病
院
事
業
費
用
全
体
で
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
1
4
1
,
1
8
1
千
円
の
費
用
減
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
病
棟
再
編
に
伴
う
職
員
の
異
動
等
に
よ
り
、
給
与
費
で
1
0
7
,
7
2
2
千
円
の
削
減
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

当
年
度
純
損
益
で
は
、
5
5
,
2
0
8
千
円
の
損
失
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
5
0
,
5
9
0
千
円
損
失
を
圧
縮
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
が
大
き
く
、
い
つ
終
息
す
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
の
中
、
評
価
シ
ー
ト
項
目
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
項
目
に
つ
い
て
概
ね
目
標
を
達
成
で
き
た
と
考
え
る
。
中
に
は
、
戦
略
目
標
を
早
期
に
達
成
で
き
る
ま
で
進
ん
で
い
る
も
の
も
あ
る
。

地
域
の
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
今
後
も
、
地
域
に
必
要
な
病
院
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
地
域
で
唯
一
の
入
院
施
設
を
持
つ
医
療
機
関
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
密
着
型
慢
性
期
医
療
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
医
療
提
供
体
制
の
構
築
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
職
員
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
、
さ
ら
な
る
増
収
策
、
経
費
削
減
策
を
検
討
し
て
い
く
。

・
目
標
ど
お
り
２
人
の
協
力
を
え
た
。

・
目
標
の
9
0
％
を
達
成
で
き
た
。

・
新
た
な
常
勤
医
師
の
確
保
が
で
き
な
か
っ
た
。

成
果
指
標

目
標
値

（
令
和
７
年

度
）

令
和
３
年
度

（
目
標
）

令
和

３
年

度
（

実
績

）
令
和
４
年
度

（
目
標
）

令
和
３
年
度
取
組
実
績
（
自
己
評
価
）

・
目
標
値
を
大
き
く
上
回
り
達
成
し
た
。

・
施
設
基
準
を
満
た
す
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

　
フ
の
確
保
が
で
き
て
い
る
。

・
令
和
４
年
度
か
ら
の
専
門
外
来
の
実
施
に
向
け

　
検
討
で
き
た
。

・
令
和
元
年
度
支
出
額
2
0
,
9
7
6
千
円
に
対
し
、
今

　
年
度
の
支
出
額
は
1
8
,
9
4
8
千
円
で
、
削
減
額
は

　
2
,
0
2
8
千
円
と
な
り
、
目
標
値
を
上
回
る
こ
と
が

　
で
き
た
。

・
令
和
２
年
度
に
対
し
、
報
酬
で
2
,
4
4
5
千
円
、
旅

　
費
交
通
費
で
9
7
1
千
円
、
合
計
で
3
,
4
1
6
千
円
の

　
削
減
が
で
き
、
目
標
を
達
成
し
た
。

令
和

３
年

度
 
取

組
事

項
に

係
る

自
己

点
検

・
評

価

基
本
方
針

５
　
医
療
従
事
者
の
教
育
・
研
修
の
み
な
ら
ず
市
民
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
・
講
演
会
等
に
対
し
、
積
極
的
に
関
わ
り
、
市
民
と
と
も
に
医
療
の
安
全
及
び
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

３
　
公
共
性
を
踏
ま
え
て
の
健
全
化
に
向
け
た
経
営
及
び
効
率
的
な
運
営
を
図
り
ま
す
。

４
　
常
に
知
識
と
技
術
の
向
上
に
努
め
、
医
療
水
準
の
進
歩
・
発
展
に
速
や
か
に
対
応
し
た
医
療
を
栗
原
市
民
に
提
供
し
ま
す
。

区
分

戦
略
目
標

医 療 機 能 確 保 の 視 点 財 務 の 視 点

成
果

重
要
成
功
要
因

自
己
点
検

（
総
括
）

・
目
標
値
の
６
人
を
上
回
り
達
成
し
た
。

・
目
標
の
9
0
％
を
達
成
で
き
た
。

現
状

（
令
和
２
年

度
）
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【
栗
駒
病
院
】

令
和
４
年
度
取
組
方
針

（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）

成
果
指
標

目
標
値

（
令
和
７
年

度
）

令
和
３
年
度

（
目
標
）

令
和

３
年

度
（

実
績

）
令
和
４
年
度

（
目
標
）

令
和
３
年
度
取
組
実
績
（
自
己
評
価
）

区
分

戦
略
目
標

成
果

重
要
成
功
要
因

現
状

（
令
和
２
年

度
）

１
　
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入

・
市
立
病
院
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

　
テ
ム
の
統
一
化
を
図
る
た
め
、

　
他
病
院
と
同
じ
ベ
ン
ダ
ー
の
電

　
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
導
入

　
し
、
職
員
の
異
動
時
の
電
カ

　
ル
操
作
に
係
る
負
担
軽
減
を
図

　
る
。

・
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
導
入

検
討

検
討

導
入
、
運
用
開

始

・
1
0
月
1
日
稼
働
、
運
用
開
始
の
目
標
を
達
成
で

　
き
る
よ
う
努
め
る
。

・
栗
原
中
央
病
院
研
修
医
受
入

・
研
修
医
受
入
人
数

1
人

5
人

5
人

5
人

5
人

・
栗
原
中
央
病
院
に
限
ら
ず
、
他
医
療
機
関
か
ら

　
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
。

・
東
北
医
科
薬
科
大
学
等
の
医
学

　
生
の
地
域
包
括
医
療
実
習

・
実
習
受
入
人
数

0
人

5
人

5
人

5
人

5
人

・
今
年
度
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
。

３
　
中
高
生
等
の
体
験
学
習
受
入

・
中
学
生
の
職
場
体
験
学
習
や
ふ

　
れ
あ
い
看
護
体
験
の
積
極
的
な

　
受
入
れ
を
強
化
し
、
将
来
の
人

　
材
確
保
に
努
め
る
。

・
体
験
学
習
受
入
人
数

0
人

5
人

5
人

ふ
れ
あ
い
看
護

体
験
　
2
人

5
人

・
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、
状
況
次
第
で
は
あ
る
が
、

　
達
成
で
き
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

学 習 と 成 長 の 視 点

１
　
職
員
の
専
門
性
の
向
上

　
（
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

　
　
る
。
）

・
看
護
協
会
認
定
看
護
管
理
者
教

　
育
課
程

　
　
ﾌ
ｧ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
 
1
人

　
　
ｾ
ｶ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
 
1
人

・
認
知
症
対
応
力
向
上
研
修
　
2
人

・
受
講
人
数

2
人

2
人

2
人

セ
カ
ン
ド
レ
ベ

ル
　
　
1
人

2
人

・
今
年
度
も
引
き
続
き
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
受

　
講
さ
せ
て
い
く
。

・
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
目
標
は
達
成
で
き
な
か
っ
た

　
が
、
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
２
人
を
受
け
入
れ

　
た
。

・
目
標
に
は
達
し
な
か
っ
た
が
、
看
護
協
会
認
定

　
看
護
管
理
者
教
育
課
程
の
セ
カ
ン
ド
レ
ベ
ル
に

　
１
人
受
講
で
き
た
。

・
目
標
ど
お
り
検
討
を
行
い
、
債
務
負
担
行
為
を

　
設
定
し
、
令
和
４
年
２
月
、
契
約
を
行
っ
た
。

・
目
標
ど
お
り
5
人
の
研
修
医
を
受
け
入
れ
る
こ
と

　
が
で
き
た
。

・
目
標
ど
お
り
5
人
の
医
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と

　
が
で
き
た
。

２
　
地
域
医
療
研
修
受
入
の
充
実

業 務 プ ロ セ ス の 視 点
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【
医
療
管
理
課
】

施
設

名
医
療
管

理
課

１
　
病
院
の
機
能
強
化

・
分

担
の

明
確

化
・

現
在

の
市

立
３

病
院

を
維

持
・

　
継

続
す

る
た

め
の

、
機

能
強

　
化

、
役

割
分

担
が

必
要

・
第
四
次
経
営
健
全
化
計
画

毎
年
度
の
点

検
、
検
討
、
見

直
し

点
検
、
検
討
、

見
直
し

健
全
化
計
画
の

策
定

点
検

、
検

討
、

見
直

し

・
第
四
次
経
営
健
全
化
計
画
に
基
づ
き
、
機
能

　
強
化
、
役
割
分
担
に
つ
い
て
検
証
を
実
施
し

　
て
い
く
。

２
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン

の
充

実
・

患
者

数
の

増
加

、
利

便
性

の
向

　
上

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
機
能
の

強
化
、
充
実

検
討
、
調
整

リ
ハ
ビ
リ
ス

タ
ッ
フ
の
充

実
実

施

・
市
立
３
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能

　
の
強
化
・
充
実
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取

　
り
組
み
が
必
要
な
の
か
検
討
を
行
う
。

３
　
診
療
所
の
運
営
方

法
の

検
討

・
地

域
の

実
情

に
合

わ
せ

た
地
域

 
医

療
機

関
の

確
保

・
医
師
（
所
長
）
の
確
保

・
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能

　
の
活
用

診
療
所
運
営
の

適
正
化

調
査
、
検
討

診
療
応
援
等

の
実
施

調
査

、
検

討

・
市
立
診
療
所
運
営
の
適
正
化
や
、
今
後
の
市

　
立
診
療
所
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

　
て
い
く
。

４
　
３
病
院
の
本
院
・

分
院

化
の

検
討

・
市

立
病

院
運

営
の

効
率

化
・
方
向
性
の
確
認

方
向
性
の
確
認

情
報
収
集

検
討

・
市
立
病
院
運
営
の
効
率
化
に
向
け
た
、
本

　
院
・
分
院
化
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

５
　
医
学
生
へ
の
貸
付

制
度

の
充

実
・

市
立

病
院

へ
の

医
師

招
へ

い
・
貸
付
制
度
の
拡
充
（
修
学
一
時

　
金
・
修
学
資
金
）

修
学
一
時
金
の

み
修
学
資
金
の
追

加
検
討

条
例
改
正

貸
付
制
度
の

拡
充

改
正

後
の

貸
付

実
施

・
貸
付
制
度
の
周
知
に
努
め
、
修
学
一
時
金
、

　
修
学
資
金
の
双
方
を
活
用
し
た
医
学
生
へ
の

　
貸
付
け
を
行
い
、
市
立
病
院
の
医
師
招
へ
い

　
を
推
進
し
て
い
く
。

１
　
病
院
ご
と
の
収
支

計
画

の
管

理
・

バ
ラ

ン
ス

ス
コ

ア
カ

ー
ド

に
よ

　
る

点
検

・
見

直
し

・
バ
ラ
ン
ス
ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
作

　
成
と
毎
年
の
点
検
と
見
直
し
と

　
実
施

毎
年
の
点
検
見

直
し

バ
ラ
ン
ス
ス
コ

ア
カ
ー
ド
の
作

成

バ
ラ
ン
ス
ス

コ
ア
カ
ー
ド
の

作
成

点
検

見
直

し

・
バ
ラ
ン
ス
ス
コ
ア
カ
ー
ド
に
基
づ
き
、
毎
年

　
度
の
進
行
管
理
を
行
う
。

２
　
診
療
所
の
運
用
の

見
直

し
・

医
療

需
要

に
合

わ
せ

た
診

療
　

日
・

時
間

の
設

定
・

ス
タ

ッ
フ

の
適

正
配

置
・
現
行
の
診
療
日
か
ら
の
見
直
し

５
日
診
療

花
山
診
療
所
以

外

午
前
診
療
の
検

討
診
療
所
ご
と
の

状
況
把
握

患
者
数
に
応

じ
た
診
療
応
援

等
の
調
整

診
療

日
の

見
直

し
の

検
討

市
民

説
明

会

・
患
者
数
に
合
わ
せ
た
診
療
日
と
診
療
時
間
の

　
検
討
を
行
う
。

１
　
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム

の
統

一

・
栗

駒
病

院
の

電
子

カ
ル

テ
シ
ス

　
テ

ム
の

導
入

・
若

柳
病

院
の

電
子

カ
ル

テ
シ
ス

　
テ

ム
の

見
直

し

・
栗
原
中
央
病
院
の
電
子
カ
ル
テ

　
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
の
統
一

病
院
に
よ
っ
て

シ
ス
テ
ム
が
異

な
っ
て
い
る

３
病
院
の
ベ
ン

ダ
ー
の
統
一

栗
駒
病
院
の
電

子
カ
ル
テ
導
入

の
検
討

市
立
病
院
の

ベ
ン
ダ
ー
統
一

化
計
画
の
作
成

栗
駒

病
院

の
電

子
カ

ル
テ

導
入

と
運

用
開

始

・
栗
駒
病
院
の
電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
、
円
滑

　
な
導
入
調
整
を
行
う
。
ま
た
、
若
柳
病
院
の

　
電
子
カ
ル
テ
が
、
令
和
６
年
度
に
更
新
予
定

　
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
栗
駒
病
院
と
同

　
様
に
栗
原
中
央
病
院
と
共
有
化
さ
せ
る
準
備

　
を
進
め
る
。

・
栗
原
中
央
病
院

　
結
核
除
く
一
般
病
床
２
５
０
床

　
で
の
配
置

栗
原
中
央
病
院

は
コ
ロ
ナ
対
応

の
た
め
一
般
病

床
2
6
9
床

適
正
な
配
置
の

実
施

検
討
、
見
直
し

適
正
な
看
護

師
配
置
の
検
討

検
討

、
見

直
し

・
現
場
と
情
報
交
換
を
行
い
、
病
院
毎
の
適
正

　
な
看
護
師
配
置
に
向
け
た
検
討
を
継
続
し
て

　
い
く
。

・
看
護
師
勤
務
２
交
代
の
統
一
化

勤
務
体
制
２
交

代
と
３
交
代
が

混
在

看
護
師
勤
務
２

交
代
の
実
施

運
用
の
検
討

運
用
の
検
討

２
交

代
へ

の
統

一
、

移
行

・
若
柳
病
院
の
夜
勤
を
２
交
代
制
へ
移
行
す
る

　
た
め
、
看
護
職
員
に
対
し
病
院
説
明
会
を
開

　
催
し
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
の
移
行
を
目
指

　
す
。

業 務 プ ロ セ ス の 視 点

自
己

評
価

（
総

括
）

目
標
値

（
令
和
７
年

度
）

令
和
３
年
度

（
目
標
）

令
和

３
年

度
（

実
績

）
令

和
４

年
度

（
目

標
）

現
状

（
令
和
２
年

度
）

成
果

重
要

成
功

要
因

　
令
和
３
年
度
は
第
四
次
経
営
健
全
化
計
画
の
初
年
度
、
ま
た
、
若
柳
病
院
、
栗
駒
病
院
の
病
床
数
適
正
化
を
実
施
し
た
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
策
定
し
た
第
四
次
経
営
健
全
化
計
画
か
ら
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
ス
コ
ア
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
各
病
院
ご
と
に
戦
略
目
標
を
掲
げ
、
年
度
毎
に
目
標
を
設
定
し
、
目
標
の
「
見
え
る
化
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
病
院
の
機
能
強
化
・
分
担
の
明
確
化
、
地
域
医
療
の
適
正
配
置
、
病
院
・
診
療
所
の
健
全
な
運
営
を
基
本
方
針
と
し
、
市
立
３
病
院
の
維
持
・
継
続
、
市
立
４
診
療
所
の
方
向
性
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
病

床
数

適
正

化
計

画
に

よ
る
病

　
床

の
運

用
に

伴
う

看
護

師
配
置

区
分

戦
略

目
標

２
　
看
護
師
配
置
の
見

直
し

、
勤

務
の

平
　
　
準
化

令
和

３
年

度
 
取

組
事

項
に

係
る

自
己

点
検

・
評

価

基
本

方
針

１
　
病
院
の
機
能
強
化
・

分
担

の
明

確
化

 

２
　
栗
原
市
の
地
域
医
療

の
適

正
配

置
の

検
討

３
　
病
院
・
診
療
所
の
健

全
な

運
営

医 療 機 能 確 保 の 視 点 財 務 の 視 点

・
修
学
一
時
金
に
加
え
、
在
学
中
に
活
用
で
き
る

　
修
学
資
金
を
創
設
し
、
貸
付
制
度
の
充
実
を

　
図
っ
た
。

・
バ
ラ
ン
ス
ス
コ
ア
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
年
度
目

　
標
の
「
見
え
る
化
」
を
行
っ
た
。

・
医
療
需
要
に
合
わ
せ
た
診
療
体
制
の
調
整
を

　
行
っ
た
。

成
果
指
標

令
和

３
年

度
取

組
実

績
（

自
己

評
価

）
令

和
４

年
度

取
組

方
針

（
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

・
病
院
経
営
評
価
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
第

　
四
次
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
た
。

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
便
性
向
上
を
図
る

　
た
め
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
に
努
め

　
た
。

・
栗
原
中
央
病
院
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活

　
用
し
、
診
療
所
長
不
在
時
の
診
療
応
援
の
調
整

　
を
行
っ
た
。

・
本
院
・
分
院
化
の
検
討
に
あ
た
り
、
近
隣
病
院

　
の
情
報
収
集
に
努
め
た
。

・
市
立
３
病
院
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
統
一
化

　
計
画
を
作
成
し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
栗
駒
病

　
院
の
電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
、
栗
原
中
央
病
院

　
と
共
有
化
さ
せ
、
令
和
４
年
１
０
月
１
日
の
稼

　
働
予
定
で
進
め
た
。

・
病
床
数
適
正
化
に
よ
る
適
正
な
看
護
師
配
置
の

　
検
討
を
行
っ
た
。

・
若
柳
病
院
に
２
交
代
制
の
導
入
を
促
し
た
。
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【
医
療
管
理
課
】

目
標
値

（
令
和
７
年

度
）

令
和
３
年
度

（
目
標
）

令
和

３
年

度
（

実
績

）
令

和
４

年
度

（
目

標
）

現
状

（
令
和
２
年

度
）

成
果

重
要

成
功

要
因

区
分

戦
略

目
標

成
果
指
標

令
和

３
年

度
取

組
実

績
（

自
己

評
価

）
令

和
４

年
度

取
組

方
針

（
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

３
　
患
者
数
の
減
少
に

よ
る

診
療

所
の

　
　
ス
タ
ッ
フ
の
検
討

と
配

置
の

平
準

化
・

患
者

数
に

合
わ

せ
た

ス
タ

ッ
フ

　
の

配
置

・
診
療
所
ス
タ
ッ
フ
数
の
平
準
化

診
療
所
に
よ
っ

て
看
護
師
数
が

異
な
る

看
護
師
数
の
平

準
化

業
務
量
の
把
握

患
者
数
に
合

わ
せ
た
看
護
師

配
置
の
実
施

検
討

、
試

行

・
看
護
師
の
適
正
配
置
の
ほ
か
、
診
療
所
業
務

　
の
平
準
化
に
よ
る
業
務
改
善
に
つ
い
て
、
検

　
討
を
行
っ
て
い
く
。

４
　
手
続
き
の
簡
素
化

・
法

律
の

改
正

等
や

、
社

会
情
勢

　
の

変
化

に
対

応
し

た
手

続
き
の

　
簡

素
化

・
様
式
の
点
検
・
見
直
し

・
押
印
の
廃
止
可
能
文
書
の
徹
底

・
入
院
時
の
必
要
書
類
の
見
直
し

押
印
廃
止
文
書

の
調
査
・
実
施

押
印
廃
止
文
書

の
確
認
と
実
施

様
式
見
直
し
文

書
の
実
施

点
検
、
把
握

、
見
直
し

文
書
の
押
印

廃
止
を
実
施

実
施

・
入
院
時
必
要
書
類
の
「
連
帯
保
証
人
」
の
記

　
載
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
必
要
性
を
検
討
す

　
る
。

１
　
職
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ

へ
の

支
援

・
研

修
制

度
の

充
実

・
看
護
職
員
研
修
支
援
事
業

実
施
中

支
援
の
継
続

実
施

受
講
者
７
名

へ
の
支
援

実
施

・
引
き
続
き
、
制
度
を
活
用
し
た
看
護
職
員
の

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
を
継
続
す
る
。

２
　
職
員
の
資
格
取
得

に
向

け
た

支
援

制
度

・
資

格
取

得
制

度
の

確
立

・
診
療
情
報
管
理
士

・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

制
度
の
創
設

制
度
の
検
討

情
報
収
集

制
度

の
検

討

・
病
院
運
営
上
必
要
と
な
る
資
格
の
取
得
希
望

　
者
に
対
し
、
取
得
支
援
を
行
う
た
め
の
制
度

　
を
検
討
し
、
要
綱
を
作
成
す
る
。

・
現
在
の
資
格
取
得
者
の
確
認
や
、
近
隣
病
院
の

　
資
格
取
得
希
望
者
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
情

　
報
収
集
を
行
っ
た
。

業 務 プ ロ セ ス の 視 点 学 習 と 成 長 の 視 点

・
「
栗
原
市
立
病
院
看
護
職
員
研
修
支
援
制
度
」

　
を
確
立
さ
せ
た
。

　
認
定
看
護
管
理
者
教
育
課
程

　
　
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ベ
ル
：
３
名
受
講

　
　
セ
カ
ン
ド
レ
ベ
ル
　
：
４
名
受
講

・
患
者
数
に
合
わ
せ
た
看
護
師
の
適
正
配
置
を
検

　
討
し
、
診
療
所
ご
と
に
配
置
を
行
っ
た
。

・
診
療
関
係
等
に
関
係
す
る
６
３
種
類
の
様
式
の

　
う
ち
、
契
約
行
為
、
印
鑑
証
明
添
付
様
式
を
除

　
く
４
７
種
類
の
様
式
を
押
印
廃
止
と
し
た
。
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別紙１　市立３病院収支計画及び決算

　１　栗原中央病院（結核病棟分含む） (単位：千円)

計画額 決算額 計画額 決算額 計画額 決算額

1 5,122,528 4,478,695 5,183,898 4,745,414 5,056,591 5,030,362

(1) 入院収益 3,412,994 3,026,458 3,479,123 3,305,000 3,538,499 3,466,393

(2) 外来収益 1,080,432 1,104,365 1,076,004 1,089,787 1,156,361 1,178,791

(3) その他医業収益 464,906 160,642 464,575 163,397 158,981 182,428

(4) 他会計負担金 164,196 187,230 164,196 187,230 202,750 202,750

2 5,347,700 5,650,025 5,328,856 5,784,401 6,041,944 6,005,410

(1) 給与費 2,564,491 2,590,390 2,564,491 3,084,195 3,239,125 3,189,934

(2) 材料費 734,221 860,655 741,221 932,463 1,039,044 1,028,373

(3) 経費 1,487,720 1,745,756 1,478,393 1,315,242 1,298,834 1,331,826

(4) 減価償却費 537,039 429,777 520,522 442,025 437,491 437,488

(5) 資産減耗費 3,843 8,610 3,843 3,973 12,039 10,471

(6) 研究研修費 20,386 14,837 20,386 6,503 15,411 7,318

△225,172 △1,171,330 △144,958 △1,038,987 △985,353 △975,048

3 532,809 1,015,016 474,438 1,534,638 825,623 1,416,773

(1) 受取利息配当金 1 60 1 13 1 63

(2) 他会計補助金 199,876 248,885 182,876 437,609 252,476 252,476

(3) 補助金 26,438 27,287 26,416 623,948 24,577 609,571

(4) 負担金交付金 120,303 288,149 89,011 280,006 442,471 323,007

(5) 長期前受金戻入 153,647 85,625 143,590 75,568 80,725 80,725

(6) その他医業外収益 32,544 365,010 32,544 117,494 25,373 150,931

(7) 雑収益 0 0 0 0 0 0

4 279,959 289,574 302,285 303,480 311,836 317,042

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 118,937 115,182 109,857 106,557 97,936 97,775

(2) 繰延勘定償却 0 0 0 0 0 0

(3) 長期前払消費税償却 0 0 0 0 0 0

(4) 雑支出 161,022 174,392 192,428 196,923 213,900 219,267

27,678 △445,888 27,195 192,171 △471,566 124,683

5 0 3,767 0 113,309 0 0

(1) その他特別利益 0 3,767 0 113,309 0 0

6 1,100 1,380 1,100 113,831 1,500 6,723

(1) 過年度損益修正損 600 878 600 468 1,000 6,495

(2) その他特別損失 500 502 500 113,363 500 228

(3) 臨時損失 0 0 0 0 0 0

26,578 △443,501 26,095 191,649 △473,066 117,960

△6,259,836 △6,366,136 △6,233,258 △6,809,637 △6,617,988 △6,617,988

△6,233,258 △6,809,637 △6,207,163 △6,617,988 △7,091,054 △6,500,028

- 7,327,836 - 7,752,956 8,211,571 8,211,571

- 6,128,324 - 5,520,616 4,922,630 4,922,631

※地方公営企業決算状況調査より。

令和２年度令和元年度　　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分

特　別　損　失

当年度純利益／純損失

医　業　収　益

医   業   費   用

医業損失／医業利益

医　業　外　収　益

医　業　外　費　用

経常利益／経常損失

前年度繰越利益剰余金／欠損金

当年度未処分利益剰余金／未処理欠損金

特　別　利　益

自己資本金

企業債残高

令和３年度

その他未処分利益剰余金変動額
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別紙１　市立３病院収支計画及び決算

　１　栗原中央病院（結核病棟分含む） (単位：千円)

計画額 決算額 計画額 決算額 計画額 決算額

1 5,122,528 4,478,695 5,183,898 4,745,414 5,056,591 5,030,362

(1) 入院収益 3,412,994 3,026,458 3,479,123 3,305,000 3,538,499 3,466,393

(2) 外来収益 1,080,432 1,104,365 1,076,004 1,089,787 1,156,361 1,178,791

(3) その他医業収益 464,906 160,642 464,575 163,397 158,981 182,428

(4) 他会計負担金 164,196 187,230 164,196 187,230 202,750 202,750

2 5,347,700 5,650,025 5,328,856 5,784,401 6,041,944 6,005,410

(1) 給与費 2,564,491 2,590,390 2,564,491 3,084,195 3,239,125 3,189,934

(2) 材料費 734,221 860,655 741,221 932,463 1,039,044 1,028,373

(3) 経費 1,487,720 1,745,756 1,478,393 1,315,242 1,298,834 1,331,826

(4) 減価償却費 537,039 429,777 520,522 442,025 437,491 437,488

(5) 資産減耗費 3,843 8,610 3,843 3,973 12,039 10,471

(6) 研究研修費 20,386 14,837 20,386 6,503 15,411 7,318

△225,172 △1,171,330 △144,958 △1,038,987 △985,353 △975,048

3 532,809 1,015,016 474,438 1,534,638 825,623 1,416,773

(1) 受取利息配当金 1 60 1 13 1 63

(2) 他会計補助金 199,876 248,885 182,876 437,609 252,476 252,476

(3) 補助金 26,438 27,287 26,416 623,948 24,577 609,571

(4) 負担金交付金 120,303 288,149 89,011 280,006 442,471 323,007

(5) 長期前受金戻入 153,647 85,625 143,590 75,568 80,725 80,725

(6) その他医業外収益 32,544 365,010 32,544 117,494 25,373 150,931

(7) 雑収益 0 0 0 0 0 0

4 279,959 289,574 302,285 303,480 311,836 317,042

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 118,937 115,182 109,857 106,557 97,936 97,775

(2) 繰延勘定償却 0 0 0 0 0 0

(3) 長期前払消費税償却 0 0 0 0 0 0

(4) 雑支出 161,022 174,392 192,428 196,923 213,900 219,267

27,678 △445,888 27,195 192,171 △471,566 124,683

5 0 3,767 0 113,309 0 0

(1) その他特別利益 0 3,767 0 113,309 0 0

6 1,100 1,380 1,100 113,831 1,500 6,723

(1) 過年度損益修正損 600 878 600 468 1,000 6,495

(2) その他特別損失 500 502 500 113,363 500 228

(3) 臨時損失 0 0 0 0 0 0

26,578 △443,501 26,095 191,649 △473,066 117,960

△6,259,836 △6,366,136 △6,233,258 △6,809,637 △6,617,988 △6,617,988

△6,233,258 △6,809,637 △6,207,163 △6,617,988 △7,091,054 △6,500,028

- 7,327,836 - 7,752,956 8,211,571 8,211,571

- 6,128,324 - 5,520,616 4,922,630 4,922,631

※地方公営企業決算状況調査より。

令和２年度令和元年度　　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分

特　別　損　失

当年度純利益／純損失

医　業　収　益

医   業   費   用

医業損失／医業利益

医　業　外　収　益

医　業　外　費　用

経常利益／経常損失

前年度繰越利益剰余金／欠損金

当年度未処分利益剰余金／未処理欠損金

特　別　利　益

自己資本金

企業債残高

令和３年度

その他未処分利益剰余金変動額

　２　若柳病院 (単位：千円)

計画額 決算額 計画額 決算額 計画額 決算額

1 1,573,689 1,340,244 1,569,043 1,280,383 1,361,783 1,263,018

(1) 入院収益 1,003,004 766,861 1,000,263 735,598 791,855 682,749

(2) 外来収益 464,791 453,362 462,886 428,175 455,518 439,612

(3) その他医業収益 40,270 49,669 40,270 46,258 38,824 65,071

(4) 他会計負担金 65,624 70,352 65,624 70,352 75,586 75,586

2 1,700,749 1,728,265 1,713,958 1,746,412 1,737,485 1,691,526

(1) 給与費 858,434 873,019 858,434 983,193 975,642 964,766

(2) 材料費 218,259 181,853 218,259 180,116 179,015 158,640

(3) 経費 491,781 538,987 491,781 418,585 401,235 387,929

(4) 減価償却費 126,328 114,330 139,537 151,963 154,958 154,956

(5) 資産減耗費 1,612 17,712 1,612 11,103 23,935 23,876

(6) 研究研修費 4,335 2,364 4,335 1,452 2,700 1,359

△127,060 △388,021 △144,915 △466,029 △375,702 △428,508

3 253,282 260,074 270,323 367,366 230,594 257,010

(1) 受取利息配当金 60 2 60 1 8 2

(2) 他会計補助金 82,699 104,406 115,922 188,890 74,449 74,449

(3) 補助金 1,228 1,299 1,228 9,889 1,228 25,813

(4) 負担金交付金 164,937 145,375 149,032 161,053 149,455 149,728

(5) 長期前受金戻入 2,261 3,029 1,984 2,859 3,565 3,565

(6) その他医業外収益 2,097 5,963 2,097 4,674 1,889 3,453

(7) 雑収益 0 0 0 0 0 0

4 115,671 126,303 114,374 109,664 110,409 104,231

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 49,023 48,231 46,555 45,449 42,740 42,676

(2) 繰延勘定償却 0 0 0 0 0 0

(3) 長期前払消費税償却 8,251 8,251 8,251 8,251 8,251 8,251

(4) 雑支出 58,397 69,821 59,568 55,964 59,418 53,304

10,551 △254,250 11,034 △208,327 △255,517 △275,729

5 0 1,124 0 42,405 0 0

(1) その他特別利益 0 1,124 0 42,405 0 0

6 780 749 780 9,534 780 537

(1) 過年度損益修正損 680 718 680 649 680 537

(2) その他特別損失 100 31 100 8,885 100 0

(3) 臨時損失 0 0 0 0 0 0

9,771 △253,875 10,254 △175,456 △256,297 △276,266

△456,835 △578,831 △447,064 △832,706 △1,008,162 △1,008,162

△447,064 △832,706 △436,810 △1,008,162 △1,264,459 △1,284,428

- 2,085,980 - 2,198,242 2,336,521 2,336,521

- 2,615,079 - 2,512,821 2,362,260 2,362,260

※地方公営企業決算状況調査より。

自己資本金

企業債残高

令和２年度令和元年度

経常利益／経常損失

令和３年度

前年度繰越利益剰余金／欠損金

当年度未処分利益剰余金／未処理欠損金

その他未処分利益剰余金変動額

特　別　利　益

特　別　損　失

当年度純利益／純損失

医　業　外　収　益

　　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分

医   業   費   用

医業損失／医業利益

医　業　収　益

医　業　外　費　用

－17－



　３　栗駒病院 (単位：千円)

計画額 決算額 計画額 決算額 計画額 決算額

1 724,123 608,433 722,123 565,776 500,365 521,400

(1) 入院収益 456,552 383,232 455,304 348,790 273,458 279,726

(2) 外来収益 183,558 144,136 182,806 137,909 145,141 139,637

(3) その他医業収益 21,474 19,057 21,474 17,069 13,572 33,843

(4) 他会計負担金 62,539 62,008 62,539 62,008 68,194 68,194

2 939,430 887,700 939,468 866,694 756,688 732,615

(1) 給与費 512,370 464,354 512,370 531,047 457,836 446,466

(2) 材料費 80,955 63,266 80,955 57,654 50,061 46,371

(3) 経費 274,468 292,576 274,468 209,666 189,149 181,380

(4) 減価償却費 66,193 64,212 66,231 64,385 56,555 56,553

(5) 資産減耗費 2,601 2,367 2,601 3,456 1,328 1,289

(6) 研究研修費 2,843 925 2,843 486 1,759 556

△215,307 △279,267 △217,345 △300,918 △256,323 △211,215

3 271,818 194,873 275,366 204,002 179,387 192,047

(1) 受取利息配当金 10 1 10 1 3 1

(2) 他会計補助金 65,674 53,800 118,670 64,517 28,458 28,458

(3) 補助金 0 0 0 4,829 0 12,143

(4) 負担金交付金 200,842 136,324 151,519 129,850 146,478 146,648

(5) 長期前受金戻入 2,568 2,878 2,443 3,195 3,745 3,746

(6) その他医業外収益 2,724 1,870 2,724 1,610 703 1,051

(7) 雑収益 0 0 0 0 0 0

4 47,181 42,601 48,287 41,932 43,096 39,490

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 17,083 16,664 16,348 15,881 15,141 15,100

(2) 繰延勘定償却 0 0 0 0 0 0

(3) 長期前払消費税償却 3,999 3,999 3,999 3,999 3,999 3,999

(4) 雑支出 26,099 21,938 27,940 22,052 23,956 20,391

9,330 △126,995 9,734 △138,848 △120,032 △58,658

5 0 0 0 37,730 3,258 3,533

(1) その他特別利益 0 0 0 37,730 3,258 3,533

6 850 4,603 850 4,681 850 82

(1) 過年度損益修正損 800 13 800 13 800 82

(2) その他特別損失 50 0 50 4,668 50 0

(3) 臨時損失 0 4,590 0 0 0 0

8,480 △131,598 8,884 △105,799 △117,624 △55,207

△427,891 △573,095 △419,411 △704,693 △810,492 △810,492

△419,411 △704,693 △410,527 △810,492 △928,116 △865,699

- 1,414,625 - 1,444,358 1,475,282 1,475,282

- 892,390 - 839,726 796,115 796,116

※地方公営企業決算状況調査より。

前年度繰越利益剰余金／欠損金

当年度未処分利益剰余金／未処理欠損金

特　別　利　益

特　別　損　失

当年度純利益／純損失

その他未処分利益剰余金変動額

自己資本金

企業債残高

令和２年度令和元年度 令和３年度

経常利益／経常損失

医　業　収　益

医   業   費   用

医業損失／医業利益

医　業　外　収　益

医　業　外　費　用

　　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分
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　３　栗駒病院 (単位：千円)

計画額 決算額 計画額 決算額 計画額 決算額

1 724,123 608,433 722,123 565,776 500,365 521,400

(1) 入院収益 456,552 383,232 455,304 348,790 273,458 279,726

(2) 外来収益 183,558 144,136 182,806 137,909 145,141 139,637

(3) その他医業収益 21,474 19,057 21,474 17,069 13,572 33,843

(4) 他会計負担金 62,539 62,008 62,539 62,008 68,194 68,194

2 939,430 887,700 939,468 866,694 756,688 732,615

(1) 給与費 512,370 464,354 512,370 531,047 457,836 446,466

(2) 材料費 80,955 63,266 80,955 57,654 50,061 46,371

(3) 経費 274,468 292,576 274,468 209,666 189,149 181,380

(4) 減価償却費 66,193 64,212 66,231 64,385 56,555 56,553

(5) 資産減耗費 2,601 2,367 2,601 3,456 1,328 1,289

(6) 研究研修費 2,843 925 2,843 486 1,759 556

△215,307 △279,267 △217,345 △300,918 △256,323 △211,215

3 271,818 194,873 275,366 204,002 179,387 192,047

(1) 受取利息配当金 10 1 10 1 3 1

(2) 他会計補助金 65,674 53,800 118,670 64,517 28,458 28,458

(3) 補助金 0 0 0 4,829 0 12,143

(4) 負担金交付金 200,842 136,324 151,519 129,850 146,478 146,648

(5) 長期前受金戻入 2,568 2,878 2,443 3,195 3,745 3,746

(6) その他医業外収益 2,724 1,870 2,724 1,610 703 1,051

(7) 雑収益 0 0 0 0 0 0

4 47,181 42,601 48,287 41,932 43,096 39,490

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 17,083 16,664 16,348 15,881 15,141 15,100

(2) 繰延勘定償却 0 0 0 0 0 0

(3) 長期前払消費税償却 3,999 3,999 3,999 3,999 3,999 3,999

(4) 雑支出 26,099 21,938 27,940 22,052 23,956 20,391

9,330 △126,995 9,734 △138,848 △120,032 △58,658

5 0 0 0 37,730 3,258 3,533

(1) その他特別利益 0 0 0 37,730 3,258 3,533

6 850 4,603 850 4,681 850 82

(1) 過年度損益修正損 800 13 800 13 800 82

(2) その他特別損失 50 0 50 4,668 50 0

(3) 臨時損失 0 4,590 0 0 0 0

8,480 △131,598 8,884 △105,799 △117,624 △55,207

△427,891 △573,095 △419,411 △704,693 △810,492 △810,492

△419,411 △704,693 △410,527 △810,492 △928,116 △865,699

- 1,414,625 - 1,444,358 1,475,282 1,475,282

- 892,390 - 839,726 796,115 796,116

※地方公営企業決算状況調査より。

前年度繰越利益剰余金／欠損金

当年度未処分利益剰余金／未処理欠損金

特　別　利　益

特　別　損　失

当年度純利益／純損失

その他未処分利益剰余金変動額

自己資本金

企業債残高

令和２年度令和元年度 令和３年度

経常利益／経常損失

医　業　収　益

医   業   費   用

医業損失／医業利益

医　業　外　収　益

医　業　外　費　用

　　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分

　４　病院事業合計 (単位：千円)

計画額 決算額 計画額 決算額 計画額 決算額

1 7,420,340 6,427,372 7,475,064 6,591,573 6,918,739 6,814,780

(1) 入院収益 4,872,550 4,176,551 4,934,690 4,389,388 4,603,812 4,428,868

(2) 外来収益 1,728,781 1,701,863 1,721,696 1,655,871 1,757,020 1,758,040

(3) その他医業収益 526,650 229,368 526,319 226,724 211,377 281,342

(4) 他会計負担金 292,359 319,590 292,359 319,590 346,530 346,530

2 7,987,879 8,265,990 7,982,282 8,397,507 8,536,117 8,429,551

(1) 給与費 3,935,295 3,927,763 3,935,295 4,598,435 4,672,603 4,601,166

(2) 材料費 1,033,435 1,105,774 1,040,435 1,170,233 1,268,120 1,233,384

(3) 経費 2,253,969 2,577,319 2,244,642 1,943,493 1,889,218 1,901,135

(4) 減価償却費 729,560 608,319 726,290 658,373 649,004 648,997

(5) 資産減耗費 8,056 28,689 8,056 18,532 37,302 35,636

(6) 研究研修費 27,564 18,126 27,564 8,441 19,870 9,233

△567,539 △1,838,618 △507,218 △1,805,934 △1,617,378 △1,614,771

3 1,057,909 1,469,963 1,020,127 2,106,006 1,235,604 1,865,830

(1) 受取利息配当金 71 63 71 15 12 66

(2) 他会計補助金 348,249 407,091 417,468 691,016 355,383 355,383

(3) 補助金 27,666 28,586 27,644 638,666 25,805 647,527

(4) 負担金交付金 486,082 569,848 389,562 570,909 738,404 619,383

(5) 長期前受金戻入 158,476 91,532 148,017 81,622 88,035 88,036

(6) その他医業外収益 37,365 372,843 37,365 123,778 27,965 155,435

(7) 雑収益 0 0 0 0 0 0

4 442,811 458,478 464,946 455,076 465,341 460,763

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 185,043 180,077 172,760 167,887 155,817 155,551

(2) 繰延勘定償却 0 0 0 0 0 0

(3) 長期前払消費税償却 12,250 12,250 12,250 12,250 12,250 12,250

(4) 雑支出 245,518 266,151 279,936 274,939 297,274 292,962

47,559 △827,133 47,963 △155,004 △847,115 △209,704

5 0 4,891 0 193,444 3,258 3,533

(1) その他特別利益 0 4,891 0 193,444 3,258 3,533

6 2,730 6,732 2,730 128,046 3,130 7,342

(1) 過年度損益修正損 2,080 1,609 2,080 1,130 2,480 7,114

(2) その他特別損失 650 533 650 126,916 650 228

(3) 臨時損失 0 4,590 0 0 0 0

44,829 △828,974 45,233 △89,606 △846,987 △213,513

△7,144,562 △7,518,062 △7,099,733 △8,347,036 △8,436,642 △8,436,642

△7,099,733 △8,347,036 △7,054,500 △8,436,642 △9,283,629 △8,650,155

- 10,828,441 - 11,395,556 12,023,374 12,023,374

- 9,635,793 - 8,873,163 8,081,005 8,081,007

※地方公営企業決算状況調査より。

企業債残高

当年度純利益／純損失

前年度繰越利益剰余金／欠損金

その他未処分利益剰余金変動額

当年度未処分利益剰余金／未処理欠損金

自己資本金

経常利益／経常損失

特　別　利　益

特　別　損　失

医　業　収　益

医   業   費   用

医業損失／医業利益

医　業　外　収　益

医　業　外　費　用

令和元年度 令和２年度 令和３年度　　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分
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別紙２　市立３病院経営指標

１　栗原中央病院の経営指標及び実績

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

計画 ２２０.０人 ２３０.０人 ２５５.０人 ２６０.０人 １９８.０人

実績 １９８.２人 ２０５.５人 ２０２.５人 １９３.６人 １８８.７人

計画 ３９１.０人 ３９２.０人 ４１０.０人 ４１０.０人 ４３２.０人

実績 ３８３.３人 ４０７.０人 ４２２.８人 ３９７.３人 ４２２.６人

計画 － － － － ６５.５%

実績 ６３.０% ６２.５% ６６.８% ６４.１% ６２.８%

計画 － － － － ４３.０%

実績 ４１.０% ３５.９% ３９.６% ４４.９% ４３.２%

計画 ５４.９% ５４.７% ５０.７% ５０.０% ６４.１%

実績 ５４.１% ５２.８% ５７.８% ６５.０% ６３.４%

計画 ８７.０% ８７.７% ９６.７% ９８.３% ８３.７%

実績 ８５.１% ８７.９% ７９.３% ８２.０% ８３.８%

計画 － － － － －

実績 ８１.５% ８４.２% ７６.０% ７８.８% ８０.４%

計画 ７３.３% ７６.７% ８１.０% ８２.７% ６３.３%

実績 ６６.１% ６８.５% ６１.６% ６１.６% ６３.５%

実績
(結核除く)

－ － ６４.４% ６４.４% ６７.５%

計画 ７４.０% ７６.４% ８１.２% ８３.２% ７５.２%

実績 ６８.３% ６８.８% ６４.８% ７２.８% ７１.２%

うち地域包括ケ
ア病床

実績 ６６.３% ７３.１% ６６.０% ７６.０% ７１.６%

計画 ７０.０% ７８.０% ８０.０% ８０.０% ０.０%

実績 ５５.１% ６６.９% ６２.３% ４.３% ０.０%

計画 － － － － ３４.５%

実績 － ― ３２.０% ３３.８% ２７.０%

計画 36,579円 35,161円 37,017円 37,101円 48,962円

実績 39,981円 40,357円 40,830円 46,759円 50,308円

計画 40,368円 38,950円 41,039円 41,042円 49,990円

実績 44,152円 45,219円 47,081円 47,870円 50,545円

うち地域包括ケ
ア病床

実績 31,802円 30,628円 30,650円 31,511円 32,048円

計画 16,554円 16,605円 16,605円 16,605円 0円

実績 14,110円 15,363円 16,883円 17,668円 0円

計画 － － 27,576円 27,576円 29,640円

実績 － ― 27,433円 29,618円 31,042円

計画 10,480円 10,476円 10,800円 10,800円 11,061円

実績 10,291円 10,534円 10,883円 11,290円 11,525円

計画 ９９.０% ９９.０% １００.５% １００.５% ９２.６%

実績 ９７.２% ９６.８% ９２.５% １０３.２% １０２.０%

計画 － － － － １４.０日

実績 １４.９日 １３.９日 １３.３日 １５.５日 １４.１日

※１　本表における職員給与費比率とは、「地方公営企業決算状況調査」に準じ、退職給付費は含まれていない。

※２　一般病床は、新型コロナウイルス感染症対応病床を除いた２５０床で積算。

※３　平均在院日数（一般病床）は、地域包括ケア病床（５０床）を除いて算出した数値

⑩平均外来単価

⑪経常収支比率

⑫平均在院日数　※３

（一般病床）

経営指標項目

①1日平均入院患者数

②1日平均外来患者数

③紹介率

④逆紹介率

⑥医業収支比率

⑧病床利用率

療養病床

内訳

⑨　平均入院単価

一般病床　※２

一般病床　※２

療養病床

⑤職員給与費比率 ※
１

結核病床

内訳

結核病床

⑦修正医業収支比率
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２　若柳病院の経営指標及び実績

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

計画 ９２.０人 ９９.０人 １００.０人 １００.０人 ７０.０人

実績 ８８.０人 ７７.３人 ７９.０人 ６８.０人 ６３.０人

計画 ２００.０人 ２０５.０人 ２０６.０人 ２０６.０人 １４３.０人

実績 １８９.７人 １７３.８人 １６７.１人 １３５.３人 １６８.４人

計画 － － － － ６１.６%

実績 ４６.６% ４３.７% ４７.４% ５７.４% ４６.１%

計画 － － － － ３６.９%

実績 ４７.２% ４３.７% ４２.６% ３４.４% ３４.９%

計画 ５５.７% ５５.１% ５４.５% ５４.７% ７１.６%

実績 ５８.３% ６１.１% ６５.１% ７６.８% ７６.４%

計画 ９０.３% ９０.６% ９２.５% ９１.５% ７８.４%

実績 ８７.９% ８０.６% ７７.５% ７３.３% ７４.７%

計画 － － － － －

実績 ８３.５% ７６.５% ７３.５% ６９.３% ７０.２%

計画 ７６.７% ８２.５% ８３.３% ８３.３% ７７.８%

実績 ７３.３% ６４.４% ６５.８% ５６.６% ７０.０%

計画 ７３.３% ８２.２% ８３.３% ８３.３% ７８.３%

実績 ７０.５% ６１.５% ６２.４% ５３.１% ６７.８%

うち地域包括ケ
ア病床

実績 － － － ５３.９% ６６.６%

計画 ８６.７% ８３.３% ８３.３% ８３.３% ７６.７%

実績 ８１.７% ７３.３% ７５.９% ６７.２% ７４.２%

計画 28,986円 27,367円 27,404円 27,404円 30,992円

実績 27,861円 27,633円 26,536円 29,664円 29,712円

計画 33,546円 31,077円 31,077円 31,077円 36,861円

実績 32,397円 31,317円 30,248円 34,758円 35,826円

うち地域包括ケ
ア病床

実績 － － － 36,446円 34,785円

計画 17,411円 16,387円 16,387円 16,387円 19,000円

実績 16,108円 18,363円 17,383円 18,525円 18,710円

計画 9,584円 9,247円 9,247円 9,247円 13,163円

実績 9,830円 10,927円 11,306円 13,020円 10,785円

計画 ９９.６% １００.０% １００.６% １００.６% ８６.２%

実績 ９８.０% ９０.８% ８６.３% ８８.８% ８４.６%

計画 － － － － １５.４日

実績 １９.４日 １８.３日 １９.６日 １５.５日 １５.４日

⑧病床利用率

経営指標項目

①1日平均入院患者数

②1日平均外来患者数

③紹介率

④逆紹介率

⑥医業収支比率

⑤職員給与費比率

⑦修正医業収支比率

内訳

一般病床

療養病床

⑨　平均入院単価

内訳

一般病床

療養病床

⑩平均外来単価

⑪経常収支比率

⑫平均在院日数

（一般病床）

－21－



３　栗駒病院の経営指標及び実績

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

計画 ５６.０人 ６０.０人 ６０.０人 ６０.０人 ４０.０人

実績 ４７.２人 ４９.７人 ４９.８人 ４６.０人 ４０.８人

計画 ９８.０人 １１０.０人 １１０.０人 １１０.０人 ８４.０人

実績 ８７.２人 ８５.４人 ８７.３人 ８２.７人 ８９.１人

計画 － － － － １５.０%

実績 １９.６% ２４.３% ２６.４% １３.８% １０.２%

計画 － － － － １５.０%

実績 １５.９% ３２.２% １２.１% １６.１% １０.２%

計画 ７６.１% ７０.９% ７０.８% ７１.０% ９１.５%

実績 ８１.４% ７７.０% ７６.３% ９３.９% ８５.６%

計画 ７２.３% ７６.８% ７７.１% ７６.９% ６６.１%

実績 ６５.０% ６８.１% ６８.５% ６５.３% ７１.２%

計画 － － － － －

実績 ５８.０% ６１.１% ６１.６% ５８.１% ６１.９%

計画 ７４.７% ８０.０% ８０.０% ８０.０% ８８.９%

実績 ６２.９% ６６.２% ６６.４% ６１.３% ９０.６%

計画 ７１.１% ８０.０% ８０.０% ８０.０% －

実績 ５３.９% ６０.２% ６３.５% ５５.０% －

うち地域包括ケ
ア病床

実績 ５１.８% ５０.３% ６５.５% ５１.５% －

計画 ８０.０% ８０.０% ８０.０% ８０.０% ８８.９%

実績 ７６.３% ７５.２% ７０.７% ７０.９% ９０.６%

計画 20,830円 20,790円 20,790円 20,790円 18,730円

実績 20,221円 20,897円 21,026円 20,769円 18,804円

計画 25,779円 25,057円 25,057円 25,057円 －

実績 25,967円 23,963円 26,005円 26,189円 －

うち地域包括ケ
ア病床

実績 24,152円 23,636円 23,538円 24,861円 －

計画 14,231円 14,390円 14,390円 14,390円 18,730円

実績 14,126円 17,211円 14,319円 14,466円 18,804円

計画 7,023円 6,839円 6,839円 6,839円 7,140円

実績 7,100円 7,061円 6,880円 6,863円 6,478円

計画 ９０.８% ９７.５% １００.９% １０１.０% ８５.０%

実績 ８５.１% ８８.５% ８６.３% ８４.７% ９２.４%

計画 － － － － －

実績 １８.０日 １９.２日 １９.６日 １８.０日 －

※　平均在院日数（一般病床）は、地域包括ケア病床（８床）を除いて算出した数値

⑧病床利用率

経営指標項目

①1日平均入院患者数

②1日平均外来患者数

③紹介率

④逆紹介率

⑥医業収支比率

⑤職員給与費比率

⑦修正医業収支比率

⑩平均外来単価

⑪経常収支比率

⑫平均在院日数　※

（一般病床）

内訳

一般病床

療養病床

⑨　平均入院単価

内訳

一般病床

療養病床

≪資料３≫

No 所　　属 役職名 氏　　名 備　　考

1 山形市立病院済生館 名誉館長 平 川 秀 紀

2
医療法人社団静実会
（ないとうクリニック）

副理事長 内 藤 広 郎

3 岩手県立中央病院 院長 宮 田 剛

4 一般社団法人　栗原市医師会 会長 宮 城 島 堅

5 仙台赤十字病院 事務部長 後 藤 孝 浩

6 公益社団法人　宮城県看護協会 副会長 瀧 島 美 紀

7 宮城県総務部市町村課 課長 後 藤 和 隆

8 矢川昌宏公認会計士事務所 代表 矢 川 昌 宏

（敬称略）

栗原市立病院経営評価委員会委員名簿
（任期：令和７年３月３１日まで）
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３　栗駒病院の経営指標及び実績

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

計画 ５６.０人 ６０.０人 ６０.０人 ６０.０人 ４０.０人

実績 ４７.２人 ４９.７人 ４９.８人 ４６.０人 ４０.８人

計画 ９８.０人 １１０.０人 １１０.０人 １１０.０人 ８４.０人

実績 ８７.２人 ８５.４人 ８７.３人 ８２.７人 ８９.１人

計画 － － － － １５.０%

実績 １９.６% ２４.３% ２６.４% １３.８% １０.２%

計画 － － － － １５.０%

実績 １５.９% ３２.２% １２.１% １６.１% １０.２%

計画 ７６.１% ７０.９% ７０.８% ７１.０% ９１.５%

実績 ８１.４% ７７.０% ７６.３% ９３.９% ８５.６%

計画 ７２.３% ７６.８% ７７.１% ７６.９% ６６.１%

実績 ６５.０% ６８.１% ６８.５% ６５.３% ７１.２%

計画 － － － － －

実績 ５８.０% ６１.１% ６１.６% ５８.１% ６１.９%

計画 ７４.７% ８０.０% ８０.０% ８０.０% ８８.９%

実績 ６２.９% ６６.２% ６６.４% ６１.３% ９０.６%

計画 ７１.１% ８０.０% ８０.０% ８０.０% －

実績 ５３.９% ６０.２% ６３.５% ５５.０% －

うち地域包括ケ
ア病床

実績 ５１.８% ５０.３% ６５.５% ５１.５% －

計画 ８０.０% ８０.０% ８０.０% ８０.０% ８８.９%

実績 ７６.３% ７５.２% ７０.７% ７０.９% ９０.６%

計画 20,830円 20,790円 20,790円 20,790円 18,730円

実績 20,221円 20,897円 21,026円 20,769円 18,804円

計画 25,779円 25,057円 25,057円 25,057円 －

実績 25,967円 23,963円 26,005円 26,189円 －

うち地域包括ケ
ア病床

実績 24,152円 23,636円 23,538円 24,861円 －

計画 14,231円 14,390円 14,390円 14,390円 18,730円

実績 14,126円 17,211円 14,319円 14,466円 18,804円

計画 7,023円 6,839円 6,839円 6,839円 7,140円

実績 7,100円 7,061円 6,880円 6,863円 6,478円

計画 ９０.８% ９７.５% １００.９% １０１.０% ８５.０%

実績 ８５.１% ８８.５% ８６.３% ８４.７% ９２.４%

計画 － － － － －

実績 １８.０日 １９.２日 １９.６日 １８.０日 －

※　平均在院日数（一般病床）は、地域包括ケア病床（８床）を除いて算出した数値

⑧病床利用率

経営指標項目

①1日平均入院患者数

②1日平均外来患者数

③紹介率

④逆紹介率

⑥医業収支比率

⑤職員給与費比率

⑦修正医業収支比率

⑩平均外来単価

⑪経常収支比率

⑫平均在院日数　※

（一般病床）

内訳

一般病床

療養病床

⑨　平均入院単価

内訳

一般病床

療養病床

≪資料３≫

No 所　　属 役職名 氏　　名 備　　考

1 山形市立病院済生館 名誉館長 平 川 秀 紀

2
医療法人社団静実会
（ないとうクリニック）

副理事長 内 藤 広 郎

3 岩手県立中央病院 院長 宮 田 剛

4 一般社団法人　栗原市医師会 会長 宮 城 島 堅

5 仙台赤十字病院 事務部長 後 藤 孝 浩

6 公益社団法人　宮城県看護協会 副会長 瀧 島 美 紀

7 宮城県総務部市町村課 課長 後 藤 和 隆

8 矢川昌宏公認会計士事務所 代表 矢 川 昌 宏

（敬称略）

栗原市立病院経営評価委員会委員名簿
（任期：令和７年３月３１日まで）
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栗原市立病院経営評価委員会設置要綱 
 （設置） 
第１条 栗原市病院事業経営健全化計画（以下「計画」という。）に基づく取組状況、計画の見直し等

に関する事項及び市立病院事業の経営全般について評価、検討等を実施し、市立病院事業の経営健全

化等を図ることを目的として栗原市立病院経営評価委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 
 （所掌事務） 
第２条 委員会の所掌事務は、次のとおりとする。 
 ⑴ 計画に基づく取組状況、計画の見直し等に関すること。 

 ⑵ 市立病院の経営全般について評価、検討等を実施すること。 

 ⑶ その他病院事業管理者が必要と認める事項 

 （組織） 
第３条 委員会は、委員１０人以内で組織する。 
２ 委員は、次に掲げる者のうちから、病院事業管理者が委嘱する。 

 ⑴ 学識経験者 

 ⑵ 医療関係者 

 ⑶ その他病院事業管理者が必要と認める者 

３ 委員の任期は委嘱の日から３年を経過する日の属する年の３月３１日までとする。ただし、委員が

欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 委員は、再任されることができる。 
（委員長及び副委員長） 
第４条 委員会に、委員長及び副委員長を置き、委員の互選により選任する。 
２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 
３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その職務を

代理する。 
 （会議） 
第５条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。 
２ 委員会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 
３ 委員会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 
（意見の聴取等） 
第６条 委員会は、必要があると認めるときは、議事に係る関係者又は専門家に対し、出席を求めて意

見若しくは説明を聴き、又は必要な書類の提出を求めることができる。 
 （庶務） 

第７条 委員会の庶務は、医療局医療管理課において処理する。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮って定

める。 

附 則 

 （施行期日）  

１ この告示は、平成２０年１２月 １日から施行する。 

        平成２４年 ７月 １日 一部改正 

令和 ４年 ６月 １日 一部改正 

 （会議の招集の特例） 

２ この告示の施行後、最初に開かれる会議は、第５条第１項の規定にかかわらず、病院事業管理者が

招集する。 

 
 

≪資料４≫ 
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栗原市病院事業 医療局 医療管理課 

〒987-2205 

宮城県栗原市築館宮野中央三丁目１番地１ 

TEL 0228-21-5631  FAX 0228-21-5632 

URL: https://www.kuriharacity.jp/ 

 E-mail: medical@kuriharacity.jp 

            

 
 

 
 
 

令和４年１２月 
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